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政
府
は
高
齢
者
向
け
の
小
規
模

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
全
国
に
展
開
す

る
。「
地
方
創
生
交
付
金
」
を
活
用

し
て
整
備
を
支
援
す
る
。
老
朽
化

が
進
む
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
特

養
）
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
施

設
を
転
換
す
る
。
人
口
減
少
が
進

む
過
疎
地
で
老
後
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
を
つ
く
る
。

　
3
日
に
開
い
た
地
方
創
生
を
議

論
す
る
有
識
者
会
議
で
「
地
方
創

生
2
・
0
基
本
構
想
」の
原
案
を
示

し
た
。
6
月
中
を
め
ど
に
取
り
ま

と
め
る
。
石
破
茂
首
相
は
地
方
創

生
を
看
板
政
策
に
掲
げ
る
。
な
か

で
も
「
小
規
模
・
地
域
共
生
ホ
ー
ム

型
C
C
R
C
（
生
涯
活
躍
の
ま
ち
）」

の
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
基

本
構
想
で
施
策
を
「
そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
能
力
を
希
望
に
応
じ
て
発
揮

し
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
場
」
と
位
置
付
け
る
。

　
老
朽
化
し
た
特
養
や
介
護
老
人

保
健
施
設
（
老
健
）
を
建
て
替
え

た
り
改
修
し
た
り
す
る
。
政
府
は

希
望
す
る
地
方
自
治
体
に
1
市
町

村
あ
た
り
年
間
1
0
件
、1
0
億

円
を
上
限
に
地
方
創
生
交
付
金
を

配
る
。
整
備
や
運
営
の
費
用
を
補

助
す
る
。
高
齢
者
施
設
の
大
規
模

な
修
繕
の
費
用
は
平
均
数
千
万
円

程
度
か
か
る
。
な
か
に
は
1
億
円

以
上
必
要
な
事
例
も
あ
る
。

　
政
府
は
2
0
2
5
年
度
予
算
で

地
方
創
生
交
付
金
を
2
4
年
度
当

初
に
比
べ
て
倍
の
2
0
0
0
億
円

を
計
上
し
た
。
2
4
年
度
補
正
予

算
と
あ
わ
せ
て
3
0
0
0
億
円
用

意
し
て
い
る
。
社
会
福
祉
法
人
や

医
療
法
人
、
地
域
の
N
P
O
法
人

に
よ
る
運
営
を
想
定
す
る
。
居
住

者
は
単
身
の
高
齢
者
や
高
齢
同
士

の
夫
婦
、
中
高
年
の
単
身
者
ら
。

健
康
な
あ
い
だ
は
施
設
の
業
務
や

地
域
共
生
に
関
す
る
仕
事
に
従
事

し
て
も
ら
う
。
業
務
内
容
に
応
じ

て
賃
金
を
支
払
う
。

　
主
に
人
口
減
少
が
進
む
過
疎
地

で
の
普
及
を
視
野
に
入
れ
る
。
総

務
省
に
よ
る
と
2
1
年
度
時
点
で

全
国
の
自
治
体
の
お
よ
そ
半
数
が

過
疎
地
域
に
該
当
す
る
。
住
み
慣

れ
た
場
所
で
老
後
を
す
ご
せ
る
よ

う
に
居
住
空
間
を
確
保
す
る
。
地

方
の
高
齢
者
や
中
高
年
層
の
都
会

へ
の
流
出
を
防
ぐ
。障
害
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
併
設
す
る
形
態
の
施

設
も
つ
く
る
。
親
を
亡
く
し
た
障

害
者
の
住
ま
い
と
す
る
。

　
家
賃
は
年
金
で
ま
か
な
え
る
水

準
を
目
安
と
す
る
。
2
4
年
度
の

基
礎
年
金
の
満
額
は
月
6
万

8
0
0
0
円
。
家
賃
を
お
さ
え
て
、

高
齢
者
の
親
を
持
ち
都
会
に
働
き

に
出
た
世
代
の
負
担
の
軽
減
に
も

つ
な
げ
る
。
都
会
に
出
た
子
が
、
親

を
自
分
が
住
む
場
所
に
近
い
高
齢

者
施
設
へ
入
居
さ
せ
よ
う
と
試
み

る
も
の
の
、
入
居
時
の
費
用
や
利

用
料
金
が
高
い
例
が
少
な
く
な
い
。

　
日
本
版
C
C
R
C
は
首
相
の
肝

い
り
政
策
だ
。
首
相
周
辺
は
「
地

方
創
生
の
取
り
組
み
の
な
か
で
も

ひ
と
き
わ
思
い
入
れ
が
強
い
」
と
語

る
。
3
月
に
長
野
県
伊
那
市
で

C
C
R
C
の
現
場
を
視
察
し
た
。

視
察
後
、
記
者
団
に
「
C
C
R
C
の

ポ
イ
ン
ト
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
だ
。

小
さ
な
規
模
で
地
域
の
人
た
ち
が

色
々
な
世
代
で
集
ま
る
の
が
新
し

い
形
だ
。
む
し
ろ
過
疎
地
は
こ
う
い

う
ほ
う
が
望
ま
し
い
」
と
述
べ
た
。

2025年

9月号

販促カレンダー＜9 月＞　長月

高齢者向け小規模シェアハウス、
国が全国展開へ 2025年6月3日　日本経済新聞

二
百
二
十
日

防
災
の
日
、
富
山
お
わ
ら
風
の
盆(
〜
3
日)

世
界
の
法
の
日
、
大
阪
岸
和
田
だ
ん
じ
り
祭(

〜
14
日)

重
陽
、
救
急
の
日
、
滋
賀
多
賀
大
社
九
月
古
例
祭

彼
岸
明
け
、
和
歌
山
日
前
神
宮
・
國
懸
神
宮
例
大
祭
、
秋
の
社
日

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動(

〜
30
日)

彼
岸
入
り
、
動
物
愛
護
週
間(

〜
26
日)

敬
老
の
日
、
京
都
石
清
水
八
幡
宮
石
清
水
祭

福
島
九
月
堂
御
籠
り

福
岡
筥
崎
宮
放
生
会(

〜
18
日)

白
露(

〜
22
日)

東
京
北
澤
八
幡
神
社
例
大
祭(

〜
7
日)

神
奈
川
鶴
岡
八
幡
宮
例
大
祭(

〜
16
日)

秋
分
の
日
、
彼
岸
中
日

火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月

９月（長月・September）

１日（1960年）

1923年の同日発生した
関東大震災の大惨事を
忘れないようにと国土
交通省が制定。

防災の日
2日（1982年）

国鉄が宮崎県日向市の
リニア実験線で開発中
の磁気浮上式リニア
モーターカーが、世界
初の有人走行に成功。

ﾘﾆｱﾓーﾀーｶー
が有人走行

3日（1981年）

1979年12月に行われ
た国際連合第34回総会
で採択され、1981年に
発効した。

女子差別撤廃
条約発効

4日（1994年）

大阪府泉佐野市に開港。
日本初の24時間運用空
港であり、すべてが人
工島からなる海上空港
としても日本初。

関西国際空港
開港

7日（1960年）

ローマで開催された夏
期オリンピックで、日
本の男子体操が団体体
操で初めて金メダルを
獲得。

男子体操
初の金メダル

8日（1665年）

当時のイラン国王が、
軍事費の一部を識字教
育に回すよう提唱した
ことを記念して制定さ
れた。

国際識字デー
9日（1948年）

ソビエト連邦の占領統
治が終了し、朝鮮民主
主義人民共和国（北朝
鮮）が誕生。初代主席
には金日成が就任。

北朝鮮成立
10日（1960年）

東京、大阪の5局で本
放送を開始。放送時間
はNHKで１時間、民放
で2時間40分程度で
あった。

カラーTV
放送開始

13日（1985年）

任天堂がファミコンソ
フト「スーパーマリオブ
ラザーズ」を発売。全
世界で4,024万本の売
り上げを記録する。

スーパーマリオ
発売

ラスコー洞窟で
洞窟壁画発見

14日（1960年）

石油輸出国の利益を守
るため、イラン、サウ
ジアラビア等の５カ国
により発足。現在の加
盟国は12カ国。

石油輸出国機構
（OPEC）発足

15日（1958年）

朝日麦酒（現在のアサヒ
ビール）が日本初とな
る缶入りビール「アサヒ
ゴールド（缶）」を発売。

日本初の
缶ビール登場

16日（1948年）

配給制だったマッチの
自由販売が初めて認め
られたことを記念して
制定された。

マッチの日

19日（1991年）

アルプス山脈の氷河で
約5300年前の男性のミ
イラ「アイスマン」が発
見される。

アイスマン
発見

20日（1519年）

マゼランが５隻の軍艦・
265人とともにスペイ
ンを出航。1522年に史
上初の世界一周を成し
遂げた。

マゼランが
世界一周航海

21日（1988年）

日本で最もアルバムを
売り上げたアーティス
トとしてギネス世界記
録に認定されている。

B'z デビュー
22日（1887年）

石井十次が岡山市内
に、日本初となる孤児
院「孤児教育会(後の岡
山孤児院)」を創設す
る。

孤児教育会
創設

25日（1985年）

未盗掘で埋葬当時の姿
がほぼそのまま残って
おり、当時の埋葬儀礼
を解明する上で貴重な
資料を提供した。

藤ノ木古墳
発掘

26日（1978年）

東芝が世界初の日本語
ワードプロセッサ１号
機を製品化し、発売す
る。価格は１台630万
円で重さは220kg。

日本語ワープロ
発売

5日（1977年）

同年9月3日にホームラ
ン世界新記録を達成し
た王貞治選手に、国民
栄誉賞が贈られる。

王貞治が
国民栄誉賞

6日（2006年）

文仁親王妃紀子殿下が
悠仁親王殿下をご出産
され、皇室としては41
年ぶりとなる男児の誕
生となった。

悠仁親王殿下
ご誕生

11日（1900年）

東京・上野駅と新橋駅
の構内に日本初の公衆
電話が設置される。当
時は自動電話と呼ばれ
た。

日本初の
公衆電話設置

12日（1940年）

フランスのラスコー洞
窟にて、１万５千年前
に描かれた洞窟壁画が
発見される。

17日（1964年）

日本で初めて、東京の
浜松町～羽田空港間で
開業された。開業は東
京オリンピック準備の
一環であった。

モノレール
開業記念日

18日（1971年）

日清食品が世界初の
カップ麺となる、「カッ
プヌードル」を発売。現
在世界80カ国で発売さ
れている。

カップヌードル
発売

23日（187１年）

明治政府によって布告
され、髪型については
勝手にし、華族、士族
は刀を差さなくても構
わないとした。

原敬が初めて、衆議院
に議席を持つ政党の党
首という資格で首相に
任命。原内閣が成立し
た。

散髪脱刀令が
布告

24日（1965年）

国鉄が指定券発売窓口
「みどりの窓口」を全国
の主要152駅と日本交
通公社の83カ所の営業
所に開設。

高エネルギー物理学研
究所の森田洋平が作成
したウェブページが公
開され、日本最初のホー
ムページとなる。

みどりの窓口
開設

29日（1918年）
本格政党内閣
成立

30日（1992年）
日本最初の
ホームページ公開

27日（1917年）

栃木県の女性（当時23
歳）が自動車運転免許
試験に合格。これに由
来して「女性ドライバー
の日」が制定される。

日本初の女性
ドライバー誕生

28日（1979年）

日本電気（NEC）がパー
ソナルコンピュータ
「PC-8000シリーズ」を
発売。パソコンブーム
の火付け役となった。

NECが
パソコンを発売
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が
望
ま
し
い
」
と
述
べ
た
。

2025年

9月号

販促カレンダー＜9 月＞　長月

高齢者向け小規模シェアハウス、
国が全国展開へ 2025年6月3日　日本経済新聞

二
百
二
十
日

防
災
の
日
、
富
山
お
わ
ら
風
の
盆(

〜
3
日)

世
界
の
法
の
日
、
大
阪
岸
和
田
だ
ん
じ
り
祭(

〜
14
日)

重
陽
、
救
急
の
日
、
滋
賀
多
賀
大
社
九
月
古
例
祭

彼
岸
明
け
、
和
歌
山
日
前
神
宮
・
國
懸
神
宮
例
大
祭
、
秋
の
社
日

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動(

〜
30
日)

彼
岸
入
り
、
動
物
愛
護
週
間(
〜
26
日)

敬
老
の
日
、
京
都
石
清
水
八
幡
宮
石
清
水
祭

福
島
九
月
堂
御
籠
り

福
岡
筥
崎
宮
放
生
会(

〜
18
日)

白
露(

〜
22
日)

東
京
北
澤
八
幡
神
社
例
大
祭(

〜
7
日)

神
奈
川
鶴
岡
八
幡
宮
例
大
祭(

〜
16
日)

秋
分
の
日
、
彼
岸
中
日

火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月

９月（長月・September）

１日（1960年）

1923年の同日発生した
関東大震災の大惨事を
忘れないようにと国土
交通省が制定。

防災の日
2日（1982年）

国鉄が宮崎県日向市の
リニア実験線で開発中
の磁気浮上式リニア
モーターカーが、世界
初の有人走行に成功。

ﾘﾆｱﾓーﾀーｶー
が有人走行

3日（1981年）

1979年12月に行われ
た国際連合第34回総会
で採択され、1981年に
発効した。

女子差別撤廃
条約発効

4日（1994年）

大阪府泉佐野市に開港。
日本初の24時間運用空
港であり、すべてが人
工島からなる海上空港
としても日本初。

関西国際空港
開港

7日（1960年）

ローマで開催された夏
期オリンピックで、日
本の男子体操が団体体
操で初めて金メダルを
獲得。

男子体操
初の金メダル

8日（1665年）

当時のイラン国王が、
軍事費の一部を識字教
育に回すよう提唱した
ことを記念して制定さ
れた。

国際識字デー
9日（1948年）

ソビエト連邦の占領統
治が終了し、朝鮮民主
主義人民共和国（北朝
鮮）が誕生。初代主席
には金日成が就任。

北朝鮮成立
10日（1960年）

東京、大阪の5局で本
放送を開始。放送時間
はNHKで１時間、民放
で2時間40分程度で
あった。

カラーTV
放送開始

13日（1985年）

任天堂がファミコンソ
フト「スーパーマリオブ
ラザーズ」を発売。全
世界で4,024万本の売
り上げを記録する。

スーパーマリオ
発売

ラスコー洞窟で
洞窟壁画発見

14日（1960年）

石油輸出国の利益を守
るため、イラン、サウ
ジアラビア等の５カ国
により発足。現在の加
盟国は12カ国。

石油輸出国機構
（OPEC）発足

15日（1958年）

朝日麦酒（現在のアサヒ
ビール）が日本初とな
る缶入りビール「アサヒ
ゴールド（缶）」を発売。

日本初の
缶ビール登場

16日（1948年）

配給制だったマッチの
自由販売が初めて認め
られたことを記念して
制定された。

マッチの日

19日（1991年）

アルプス山脈の氷河で
約5300年前の男性のミ
イラ「アイスマン」が発
見される。

アイスマン
発見

20日（1519年）

マゼランが５隻の軍艦・
265人とともにスペイ
ンを出航。1522年に史
上初の世界一周を成し
遂げた。

マゼランが
世界一周航海

21日（1988年）

日本で最もアルバムを
売り上げたアーティス
トとしてギネス世界記
録に認定されている。

B'z デビュー
22日（1887年）

石井十次が岡山市内
に、日本初となる孤児
院「孤児教育会(後の岡
山孤児院)」を創設す
る。

孤児教育会
創設

25日（1985年）

未盗掘で埋葬当時の姿
がほぼそのまま残って
おり、当時の埋葬儀礼
を解明する上で貴重な
資料を提供した。

藤ノ木古墳
発掘

26日（1978年）

東芝が世界初の日本語
ワードプロセッサ１号
機を製品化し、発売す
る。価格は１台630万
円で重さは220kg。

日本語ワープロ
発売

5日（1977年）

同年9月3日にホームラ
ン世界新記録を達成し
た王貞治選手に、国民
栄誉賞が贈られる。

王貞治が
国民栄誉賞

6日（2006年）

文仁親王妃紀子殿下が
悠仁親王殿下をご出産
され、皇室としては41
年ぶりとなる男児の誕
生となった。

悠仁親王殿下
ご誕生

11日（1900年）

東京・上野駅と新橋駅
の構内に日本初の公衆
電話が設置される。当
時は自動電話と呼ばれ
た。

日本初の
公衆電話設置

12日（1940年）

フランスのラスコー洞
窟にて、１万５千年前
に描かれた洞窟壁画が
発見される。

17日（1964年）

日本で初めて、東京の
浜松町～羽田空港間で
開業された。開業は東
京オリンピック準備の
一環であった。

モノレール
開業記念日

18日（1971年）

日清食品が世界初の
カップ麺となる、「カッ
プヌードル」を発売。現
在世界80カ国で発売さ
れている。

カップヌードル
発売

23日（187１年）

明治政府によって布告
され、髪型については
勝手にし、華族、士族
は刀を差さなくても構
わないとした。

原敬が初めて、衆議院
に議席を持つ政党の党
首という資格で首相に
任命。原内閣が成立し
た。

散髪脱刀令が
布告

24日（1965年）

国鉄が指定券発売窓口
「みどりの窓口」を全国
の主要152駅と日本交
通公社の83カ所の営業
所に開設。

高エネルギー物理学研
究所の森田洋平が作成
したウェブページが公
開され、日本最初のホー
ムページとなる。

みどりの窓口
開設

29日（1918年）
本格政党内閣
成立

30日（1992年）
日本最初の
ホームページ公開

27日（1917年）

栃木県の女性（当時23
歳）が自動車運転免許
試験に合格。これに由
来して「女性ドライバー
の日」が制定される。

日本初の女性
ドライバー誕生

28日（1979年）

日本電気（NEC）がパー
ソナルコンピュータ
「PC-8000シリーズ」を
発売。パソコンブーム
の火付け役となった。

NECが
パソコンを発売

(８)  
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女
性
セ
ブ
ン
2
0
2
5
年
7
月
3
1
日
・
8
月
7
日
号

死
後
の
手
続
き
を
最
短
で
済
ま
せ

ら
れ
る
『
最
強
ア
イ
テ
ム
』
は
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
だ
。
夫
が
こ
れ
を
持
っ

て
い
れ
ば
、
厚
生
年
金
・
国
民
年
金

受
給
権
者
死
亡
届
の
提
出
（
日
本
年

金
機
構
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
登
録
が
あ

る
場
合
）
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険

や
勤
務
先
の
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
な
ど
の
資
格
喪
失
手

続
き
も
、
死
亡
届
の
提
出
と
同
時
に

自
動
で
処
理
さ
れ
る
た
め
、
面
倒
な

手
続
き
が
不
要
に
な
る
。マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
お
け
ば
健

康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
、
印
鑑
登

録
証
明
書
な
ど
と
同
じ
く
、
亡
く

な
っ
た
後
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
た
め
返
納
す
る
必
要
も
な
い
。

　
日
本
年
金
機
構
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

登
録
が
な
い
場
合
は
、
厚
生
年
金
は

1
0
日
以
内
、
国
民
年
金
は
1
4
日

以
内
に
受
給
権
者
死
亡
届
を
年
金

事
務
所
に
提
出
し
よ
う
。
年
金
の
手

続
き
は
、
忘
れ
る
と
大
損
に
つ
な
が

る
。
F
P
ラ
ウ
ン
ジ
代
表
で
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
豊
田
眞

弓
さ
ん
が
言
う
。「
受
給
権
者
死
亡

死
後
の
手
続
き
を
最
短
で
済
ま
せ
ら
れ
る

最
強
の
ア
イ
テ
ム
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

届
を
出
さ
な
い
ま
ま
年
金
が
振
り
込

ま
れ
る
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
不
正

受
給
を
疑
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、こ

れ
は
遺
族
年
金
の
受
給
の
遅
れ
に
も

つ
な
が
り
ま
す
」

　
受
給
権
者
死
亡
届
は
、
年
金
事
務

所
に
提
出
す
る
。
そ
の
際
、
同
時
に

「
請
求
し
な
い
と
も
ら
え
な
い
年
金
」

の
手
続
き
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

年
金
は
2
か
月
ご
と
に
振
り
込
ま
れ

る
た
め
、
亡
く
な
る
と
必
ず
、
そ
の

前
後
い
ず
れ
か
の
月
の
分
の
「
未
支

給
年
金
」
が
発
生
し
、こ
れ
は
請
求

し
な
い
と
受
け
取
れ
な
い
の
だ
。
プ

レ
定
年
専
門
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
三
原
由
紀
さ
ん
が
語
る
。

「
未
支
給
年
金
の
請
求
期
限
は
死
亡

か
ら
5
年
以
内
で
す
が
、
受
給
権
者

死
亡
届
や
遺
族
年
金
と
の
請
求
と
同

時
に
行
え
る
の
で
、
忘
れ
な
い
う
ち

に
ま
と
め
て
請
求
し
ま
し
ょ
う
」

　
終
活
や
弔
い
へ
の
関
心
が
高
ま
る

な
か
、
厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば
、

2
0
2
4
年
の
死
亡
者
数
は
約

1
6
2
万
人
と
な
り
、4
年
連
続
で

過
去
最
多
。
2
0
4
0
年
頃
に
約

1
6
7
万
人
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
見

通
し
で
、
ま
す
ま
す
火
葬
場
の
需
要

は
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
火
葬
予
約

　
岐
阜
県
飛
騨
市
役
所
と
沖
縄
県
う

る
ま
市
「
公
益
財
団
法
人
い
し
か
わ

斎
苑
」は
、こ
れ
ま
で
電
話
・
F
A
X

を
利
用
し
て
い
た
火
葬
場
の
予
約
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
、2
0
2
5
年
か
ら

本
格
稼
働
し
ま
し
た
。
飛
騨
市
で
は

予
約
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
電
話
応

対
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
。
窓
口
中
断
と
宿
直

呼
び
出
し
が
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
て
い
ま

す
。い
し
か
わ
斎
苑
で
は
稼
働
率
が

約
1
割
向
上
し
、
地
域
の
火
葬
受
入

能
力
の
拡
大
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
死
者
数
の
増
加
に
伴
い
、
火

葬
場
で
は
担
当
者
の
負
担
増
や
、
順

番
待
ち
に
関
す
る
課
題
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ

て
、こ
う
し
た
負
担
を
緩
和
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
ナ
ロ
グ
予
約
の
限
界

　
火
葬
場
や
市
役
所
で
は「
紙
」に

死
者
の
名
前
や
火
葬
時
間
を
記
載

し
、F
A
X
等
で
資
料
を
関
係
各
所

へ
送
る
と
い
っ
た
ア
ナ
ロ
グ
な
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。こ
う
し

た
ア
ナ
ロ
グ
予
約
が
調
整
の
遅
延
や

ダ
ブ
ル
ブ
ッ
キ
ン
グ
の
温
床
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
当
社
で
は
こ
う
し
た

状
況
を
解
消
し
よ
う
と
、
火
葬
場
の

業
務
に
特
化
し
た
形
の
予
約
管
理
な

ど
が
で
き
る
サ
イ
ト
を
開
発
。
岐
阜

と
沖
縄
の
火
葬
場
に
導
入
し
た
結

果
、
電
話
応
対
時
間
の
大
幅
削
減
、

火
葬
予
約
の
迅
速
化
な
ど
効
果
を
発

揮
し
ま
し
た
。(
L
D
T
株
式
会
社)

飛
騨
市
役
所
の
コ
メ
ン
ト

　
ス
マ
ー
ト
火
葬
予
約
導
入
で
、
葬

儀
社
さ
ん
は
現
場
で
火
葬
炉
の
空
き

時
間
を
即
確
認
・
即
予
約
で
き
、
私

た
ち
職
員
も
窓
口
や
宿
直
中
の
電
話

対
応
が
激
減
。
年
間
約
5
6
0
件

の
や
り
取
り
時
間
が
大
幅
に
削
減
さ

れ
、
火
葬
予
約
が
迅
速
・
確
実
に
な
っ

た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

た
ま
た
ま
寺
に
嫁
い
だ
だ
け
の
女

す
み
れ
@
z
u
u
u
u
t
r
u
s
u
b
a
n
さ
ん
の

X
コ
メ
ン
ト

　
お
彼
岸
の
こ
の
時
期
、「
お
墓
参

り
に
来
た
の
で
す
が
、◯
◯
さ
ん
の

お
墓
は
ど
こ
で
す
か
？
」
と
か
、「
過

去
帳
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。」
と
い

う
方
が
増
え
る
ん
だ
け
ど
、
困
っ
て

し
ま
う
の
よ
ね
。
基
本
的
に
『
そ
の

家
の
祭
祀
継
承
者
に
確
認
を
と
ら

な
い
と
教
え
ら
れ
な
い
』
と
い
う
ス

タ
ン
ス
な
ん
だ
け
ど
、「
せ
っ
か
く

遠
く
か
ら
来
た
の
に
！
」
と
か
言
わ

れ
ち
ゃ
う
と
…

　
正
直
、
す
ぐ
教
え
ち
ゃ
っ
た
方
が

楽
な
の
よ
。
で
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
観
点
か
ら
そ
れ
は
出
来
な
い
。
家

族
で
揉
め
て
い
る
場
合
と
か
、
親
族

に
扮
し
た
身
元
調
査
の
場
合
も
あ

る
し
。
わ
た
し
た
ち
は
檀
家
さ
ん
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
っ
て
い
る
の

に
、
教
え
て
く
れ
な
い
不
親
切
な
寺

扱
い
さ
れ
て
し
ま
う
。や
る
せ
な
い
。

　
お
墓
の
場
所
す
ら
知
ら
な
い
親

戚
…
そ
も
そ
も
、
そ
の
家
の
人
に
直

接
聞
け
な
い
よ
う
な
間
柄
…
わ
た

し
が「
当
主
さ
ん
に
確
認
し
ま
す
ね
」

と
言
う
と
「
そ
れ
だ
け
は
や
め
て
く

だ
さ
い
」
と
言
う
人
…
そ
り
ゃ
警
戒

し
ま
す
よ
。
こ
の
時
代
だ
も
の
。

お
寺
さ
ん
の
個
人
情
報

オ
ン
ラ
イ
ン
火
葬
予
約
で

年
間
5
6
0
件
分
の

業
務
削
減

(7)  

新ご供養アイテム  あれこれ…

【
喪
の
途
上
に
て
】

著
者
／
野
田
正
彰

出
版
社
／
岩
波
書
店

か
け
が
え
の
な
い
人
の
突
然

の
死
を
、
遺
さ
れ
た
人
々
は

ど
の
よ
う
に
受
け
容
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。
航
空
事
故
史
上

最
悪
の
惨
事
と
な
っ
た

1
9
8
5
年
の
日
航
ジ
ャ
ン

ボ
機
墜
落
事
故
や
上
海
列

車
事
故
な
ど
大
災
害
の
遺

族
た
ち
の
喪
の
過
程
を
た

ど
る
。
夫
の
遺
体
を
取
り
戻

す
た
め
に
奔
走
し
た
妻
、
亡

く
な
っ
た
夫
の
夢
を
見
る
妻

な
ど
、一
人
ひ
と
り
の
想
い

に
寄
り
添
い
、
悲
し
む
こ
と

の
意
味
を
問
う
。

【
ア
フ
タ
ー
ブ
ル
ー
】

著
者
／
朝
宮
夕

出
版
社
／
講
談
社
・
文
芸

人
は
死
に
つ
い
て
は
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
悔
や
ん
だ

り
、
悲
し
ん
だ
り
、
意
味
付

け
た
り
で
き
る
。
し
か
し
、

死
体
な
く
し
て
、
死
を
受
け

止
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ

こ
に
葬
儀
と
い
う
も
の
の
意

味
が
あ
り
、
本
書
の
主
題
が

あ
る
。
納
棺
師
た
ち
、
と
り

わ
け
痛
ま
し
く
も
損
壊
し

て
し
ま
っ
た
遺
体
を
扱
う
部

署
の
物
語
だ
。
そ
の
描
写
は

す
さ
ま
じ
く
、こ
の
新
人
作

家
の
書
き
え
な
い
も
の
を
書

く
力
量
に
圧
倒
さ
れ
る
。

新
刊
!
葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

葬
儀
関
連
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。

株
式
会
社
あ
み
だ
食
品
H
P
よ
り

2
0
2
5
年
5
月
2
1
日

＠
P
r
e
s
s
（
た
つ
み
工
業
株
式
会
社
）

移
動
可
能
な

遺
体
安
置
冷
蔵
庫

　
た
つ
み
工
業
株
式
会
社

(

神
奈
川
県)

は
、コ
ン
ビ
ニ

冷
蔵
庫
と
並
び
ご
遺
体
安

置
冷
蔵
庫
「
お
く
り
こ
」
を

製
造
販
売
し
て
4
年
目
と

な
る
今
年
、
新
た
な
遺
体

安
置
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「
お

く
り
こ
コ
ン
テ
ナ
」
を
開
発

し
、フ
ュ
ー
ネ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
フ
ェ
ア
2
0
2
5
年
に
て

発
表
し
ま
す
。
冷
蔵
コ
ン
テ

ナ
を
改
造
し
、コ
ン
テ
ナ
の

利
点
で
あ
る
迅
速
な
輸
送
・

設
置
が
可
能
な
移
動
型
の

冷
蔵
安
置
庫
を
実
現
。
大

規
模
災
害
時
の
遺
体
保
管

問
題
へ
の
抜
本
的
な
対
策

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

お
湯
で
簡
単
！
精
進

料
理
ド
ラ
イ
フ
ー
ド

５
色(

白
黄
赤
青
黒)

の

色
彩
豊
か
な
、海
、山
、畑

の
恵
み
を
使
用
し
ま
し
た
。

５
辛
と
呼
ば
れ
る
野
菜(

ね

ぎ
、に
ら
、に
ん
に
く
、ら
っ

き
ょ
う
、あ
さ
つ
き)

は
避
け

る
、だ
し
に
も
動
物
性
の
物

は
避
け
昆
布
だ
し
を
使
用
す

る
な
ど
、伝
統
に
基
づ
い
た

お
霊
具
を
お
供
え
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。フ
リ
ー
ズ
ド
ラ

イ
製
法
を
採
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、湯
戻
し
す
る
だ
け
で

簡
単
に
誰
で
も
伝
統
に
基
づ

い
た
精
進
料
理
を
お
作
り
い

た
だ
け
ま
す
。お
下
が
り
を

い
た
だ
く
場
合
に
は
再
度
加

熱
し
て
お
召
し
上
が
り
く
だ

さ
い
。

2
0
2
5
年
7
月
9
日

株
式
会
社
a
r
m
a
b
i
a
n
c
a

「
鬼
滅
の
刃
」
ロ
ー
ソ
ク

株
式
会
社
ア
ル
マ
ビ
ア
ン

カ（
東
京
都
）は
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
を
展
開
す
る
通
販

サ
イ
ト「
A
M
N
I
B
U
S
」

に
て
ア
ニ
メ
「
鬼
滅
の
刃
」

の
京
ロ
ー
ソ
ク
を
オ
リ
ジ
ナ

ル
ア
イ
テ
ム
と
し
て
受
注
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
鬼
殺
隊
は「
滅
」マ
ー
ク
、

竈
門
炭
治
郎
は
名
前
と
日

輪
刀
の
鍔
・
羽
織
の
柄
、
煉

獄
杏
寿
郎
は
名
前
と
日
輪

刀
の
鍔
・
炎
の
模
様
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
ろ
う
そ
く
に
デ

ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
お
部
屋

に
飾
っ
て
イ
ン
テ
リ
ア
と
し

て
も
使
用
で
き
る
デ
ザ
イ
ン

に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
7
月
2
3
日

P
R
T
I
M
E
S
（
リ
ル
ビ
ー
ス
タ
イ
ル
）

本
棚
に
収
ま
る
供
養
箱

　
リ
ル
ビ
ー
ス
タ
イ
ル
（
徳

島
県
）
は
、
漆
芸
作
家
・
泉

谷
麻
紀
子
さ
ん
が
手
が
け

た
「
遠
憶
祈
り
の
小
箱
／

拭
き
漆
・
チ
ェ
ッ
カ
ー
フ

ラ
ッ
グ
」
を
販
売
開
始
し
ま

し
た
。
近
年
、
仏
壇
が
な
い

家
庭
は
半
数
を
超
え
て
お

り
、
供
養
の
多
様
化
が
進

む
中
で
、
新
し
い
祈
り
の
場

を
提
案
し
ま
す
。
広
辞
苑
と

ほ
ぼ
同
じ
高
さ
約
2
0
c
m

に
設
計
し
、
扉
を
開
け
ば
祈

り
の
場
に
、
閉
じ
れ
ば
本
棚

に
す
っ
き
り
収
ま
り
ま
す
。

仏
壇
づ
く
り
4
0
年
の
徳

島
市
・
山
口
木
工
に
よ
る
総

無
垢
造
り
と
、
強
度
と
美

し
さ
を
両
立
す
る
伝
統
の

「
シ
ノ
」
加
工
を
継
承
し
、

小
さ
く
て
も
確
か
な
祈
り

の
場
を
形
に
し
ま
し
た
。

(2)  

2
0
2
5
年
7
月
3
0
日

P
R
T
I
M
E
S
（
L
D
T
株
式
会
社
）

女
性
セ
ブ
ン
2
0
2
5
年
7
月
3
1
日
・
8
月
7
日
号

死
後
の
手
続
き
を
最
短
で
済
ま
せ

ら
れ
る
『
最
強
ア
イ
テ
ム
』
は
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
だ
。
夫
が
こ
れ
を
持
っ

て
い
れ
ば
、
厚
生
年
金
・
国
民
年
金

受
給
権
者
死
亡
届
の
提
出
（
日
本
年

金
機
構
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
登
録
が
あ

る
場
合
）
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険

や
勤
務
先
の
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
な
ど
の
資
格
喪
失
手

続
き
も
、
死
亡
届
の
提
出
と
同
時
に

自
動
で
処
理
さ
れ
る
た
め
、
面
倒
な

手
続
き
が
不
要
に
な
る
。マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
お
け
ば
健

康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
、
印
鑑
登

録
証
明
書
な
ど
と
同
じ
く
、
亡
く

な
っ
た
後
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
た
め
返
納
す
る
必
要
も
な
い
。

　
日
本
年
金
機
構
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

登
録
が
な
い
場
合
は
、
厚
生
年
金
は

1
0
日
以
内
、
国
民
年
金
は
1
4
日

以
内
に
受
給
権
者
死
亡
届
を
年
金

事
務
所
に
提
出
し
よ
う
。
年
金
の
手

続
き
は
、
忘
れ
る
と
大
損
に
つ
な
が

る
。
F
P
ラ
ウ
ン
ジ
代
表
で
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
豊
田
眞

弓
さ
ん
が
言
う
。「
受
給
権
者
死
亡

死
後
の
手
続
き
を
最
短
で
済
ま
せ
ら
れ
る

最
強
の
ア
イ
テ
ム
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

届
を
出
さ
な
い
ま
ま
年
金
が
振
り
込

ま
れ
る
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
不
正

受
給
を
疑
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、こ

れ
は
遺
族
年
金
の
受
給
の
遅
れ
に
も

つ
な
が
り
ま
す
」

　
受
給
権
者
死
亡
届
は
、
年
金
事
務

所
に
提
出
す
る
。
そ
の
際
、
同
時
に

「
請
求
し
な
い
と
も
ら
え
な
い
年
金
」

の
手
続
き
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

年
金
は
2
か
月
ご
と
に
振
り
込
ま
れ

る
た
め
、
亡
く
な
る
と
必
ず
、
そ
の

前
後
い
ず
れ
か
の
月
の
分
の
「
未
支

給
年
金
」
が
発
生
し
、こ
れ
は
請
求

し
な
い
と
受
け
取
れ
な
い
の
だ
。
プ

レ
定
年
専
門
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
三
原
由
紀
さ
ん
が
語
る
。

「
未
支
給
年
金
の
請
求
期
限
は
死
亡

か
ら
5
年
以
内
で
す
が
、
受
給
権
者

死
亡
届
や
遺
族
年
金
と
の
請
求
と
同

時
に
行
え
る
の
で
、
忘
れ
な
い
う
ち

に
ま
と
め
て
請
求
し
ま
し
ょ
う
」

　
終
活
や
弔
い
へ
の
関
心
が
高
ま
る

な
か
、
厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば
、

2
0
2
4
年
の
死
亡
者
数
は
約

1
6
2
万
人
と
な
り
、4
年
連
続
で

過
去
最
多
。
2
0
4
0
年
頃
に
約

1
6
7
万
人
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
見

通
し
で
、
ま
す
ま
す
火
葬
場
の
需
要

は
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
火
葬
予
約

　
岐
阜
県
飛
騨
市
役
所
と
沖
縄
県
う

る
ま
市
「
公
益
財
団
法
人
い
し
か
わ

斎
苑
」は
、こ
れ
ま
で
電
話
・
F
A
X

を
利
用
し
て
い
た
火
葬
場
の
予
約
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
、2
0
2
5
年
か
ら

本
格
稼
働
し
ま
し
た
。
飛
騨
市
で
は

予
約
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
電
話
応

対
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
。
窓
口
中
断
と
宿
直

呼
び
出
し
が
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
て
い
ま

す
。い
し
か
わ
斎
苑
で
は
稼
働
率
が

約
1
割
向
上
し
、
地
域
の
火
葬
受
入

能
力
の
拡
大
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
死
者
数
の
増
加
に
伴
い
、
火

葬
場
で
は
担
当
者
の
負
担
増
や
、
順

番
待
ち
に
関
す
る
課
題
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ

て
、こ
う
し
た
負
担
を
緩
和
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
ナ
ロ
グ
予
約
の
限
界

　
火
葬
場
や
市
役
所
で
は「
紙
」に

死
者
の
名
前
や
火
葬
時
間
を
記
載

し
、F
A
X
等
で
資
料
を
関
係
各
所

へ
送
る
と
い
っ
た
ア
ナ
ロ
グ
な
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。こ
う
し

た
ア
ナ
ロ
グ
予
約
が
調
整
の
遅
延
や

ダ
ブ
ル
ブ
ッ
キ
ン
グ
の
温
床
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
当
社
で
は
こ
う
し
た

状
況
を
解
消
し
よ
う
と
、
火
葬
場
の

業
務
に
特
化
し
た
形
の
予
約
管
理
な

ど
が
で
き
る
サ
イ
ト
を
開
発
。
岐
阜

と
沖
縄
の
火
葬
場
に
導
入
し
た
結

果
、
電
話
応
対
時
間
の
大
幅
削
減
、

火
葬
予
約
の
迅
速
化
な
ど
効
果
を
発

揮
し
ま
し
た
。(

L
D
T
株
式
会
社)

飛
騨
市
役
所
の
コ
メ
ン
ト

　
ス
マ
ー
ト
火
葬
予
約
導
入
で
、
葬

儀
社
さ
ん
は
現
場
で
火
葬
炉
の
空
き

時
間
を
即
確
認
・
即
予
約
で
き
、
私

た
ち
職
員
も
窓
口
や
宿
直
中
の
電
話

対
応
が
激
減
。
年
間
約
5
6
0
件

の
や
り
取
り
時
間
が
大
幅
に
削
減
さ

れ
、
火
葬
予
約
が
迅
速
・
確
実
に
な
っ

た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

た
ま
た
ま
寺
に
嫁
い
だ
だ
け
の
女

す
み
れ
@
z
u
u
u
u
t
r
u
s
u
b
a
n
さ
ん
の

X
コ
メ
ン
ト

　
お
彼
岸
の
こ
の
時
期
、「
お
墓
参

り
に
来
た
の
で
す
が
、◯
◯
さ
ん
の

お
墓
は
ど
こ
で
す
か
？
」
と
か
、「
過

去
帳
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。」
と
い

う
方
が
増
え
る
ん
だ
け
ど
、
困
っ
て

し
ま
う
の
よ
ね
。
基
本
的
に
『
そ
の

家
の
祭
祀
継
承
者
に
確
認
を
と
ら

な
い
と
教
え
ら
れ
な
い
』
と
い
う
ス

タ
ン
ス
な
ん
だ
け
ど
、「
せ
っ
か
く

遠
く
か
ら
来
た
の
に
！
」
と
か
言
わ

れ
ち
ゃ
う
と
…

　
正
直
、
す
ぐ
教
え
ち
ゃ
っ
た
方
が

楽
な
の
よ
。
で
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
観
点
か
ら
そ
れ
は
出
来
な
い
。
家

族
で
揉
め
て
い
る
場
合
と
か
、
親
族

に
扮
し
た
身
元
調
査
の
場
合
も
あ

る
し
。
わ
た
し
た
ち
は
檀
家
さ
ん
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
っ
て
い
る
の

に
、
教
え
て
く
れ
な
い
不
親
切
な
寺

扱
い
さ
れ
て
し
ま
う
。や
る
せ
な
い
。

　
お
墓
の
場
所
す
ら
知
ら
な
い
親

戚
…
そ
も
そ
も
、
そ
の
家
の
人
に
直

接
聞
け
な
い
よ
う
な
間
柄
…
わ
た

し
が「
当
主
さ
ん
に
確
認
し
ま
す
ね
」

と
言
う
と
「
そ
れ
だ
け
は
や
め
て
く

だ
さ
い
」
と
言
う
人
…
そ
り
ゃ
警
戒

し
ま
す
よ
。
こ
の
時
代
だ
も
の
。

お
寺
さ
ん
の
個
人
情
報

オ
ン
ラ
イ
ン
火
葬
予
約
で

年
間
5
6
0
件
分
の

業
務
削
減

(7)  

新ご供養アイテム  あれこれ…

【
喪
の
途
上
に
て
】

著
者
／
野
田
正
彰

出
版
社
／
岩
波
書
店

か
け
が
え
の
な
い
人
の
突
然

の
死
を
、
遺
さ
れ
た
人
々
は

ど
の
よ
う
に
受
け
容
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。
航
空
事
故
史
上

最
悪
の
惨
事
と
な
っ
た

1
9
8
5
年
の
日
航
ジ
ャ
ン

ボ
機
墜
落
事
故
や
上
海
列

車
事
故
な
ど
大
災
害
の
遺

族
た
ち
の
喪
の
過
程
を
た

ど
る
。
夫
の
遺
体
を
取
り
戻

す
た
め
に
奔
走
し
た
妻
、
亡

く
な
っ
た
夫
の
夢
を
見
る
妻

な
ど
、一
人
ひ
と
り
の
想
い

に
寄
り
添
い
、
悲
し
む
こ
と

の
意
味
を
問
う
。

【
ア
フ
タ
ー
ブ
ル
ー
】

著
者
／
朝
宮
夕

出
版
社
／
講
談
社
・
文
芸

人
は
死
に
つ
い
て
は
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
悔
や
ん
だ

り
、
悲
し
ん
だ
り
、
意
味
付

け
た
り
で
き
る
。
し
か
し
、

死
体
な
く
し
て
、
死
を
受
け

止
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ

こ
に
葬
儀
と
い
う
も
の
の
意

味
が
あ
り
、
本
書
の
主
題
が

あ
る
。
納
棺
師
た
ち
、
と
り

わ
け
痛
ま
し
く
も
損
壊
し

て
し
ま
っ
た
遺
体
を
扱
う
部

署
の
物
語
だ
。
そ
の
描
写
は

す
さ
ま
じ
く
、こ
の
新
人
作

家
の
書
き
え
な
い
も
の
を
書

く
力
量
に
圧
倒
さ
れ
る
。

新
刊
!
葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

葬
儀
関
連
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。

株
式
会
社
あ
み
だ
食
品
H
P
よ
り

2
0
2
5
年
5
月
2
1
日

＠
P
r
e
s
s
（
た
つ
み
工
業
株
式
会
社
）

移
動
可
能
な

遺
体
安
置
冷
蔵
庫

　
た
つ
み
工
業
株
式
会
社

(

神
奈
川
県)

は
、コ
ン
ビ
ニ

冷
蔵
庫
と
並
び
ご
遺
体
安

置
冷
蔵
庫
「
お
く
り
こ
」
を

製
造
販
売
し
て
4
年
目
と

な
る
今
年
、
新
た
な
遺
体

安
置
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「
お

く
り
こ
コ
ン
テ
ナ
」
を
開
発

し
、フ
ュ
ー
ネ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
フ
ェ
ア
2
0
2
5
年
に
て

発
表
し
ま
す
。
冷
蔵
コ
ン
テ

ナ
を
改
造
し
、コ
ン
テ
ナ
の

利
点
で
あ
る
迅
速
な
輸
送
・

設
置
が
可
能
な
移
動
型
の

冷
蔵
安
置
庫
を
実
現
。
大

規
模
災
害
時
の
遺
体
保
管

問
題
へ
の
抜
本
的
な
対
策

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

お
湯
で
簡
単
！
精
進

料
理
ド
ラ
イ
フ
ー
ド

５
色(

白
黄
赤
青
黒)

の

色
彩
豊
か
な
、海
、山
、畑

の
恵
み
を
使
用
し
ま
し
た
。

５
辛
と
呼
ば
れ
る
野
菜(

ね

ぎ
、に
ら
、に
ん
に
く
、ら
っ

き
ょ
う
、あ
さ
つ
き)

は
避
け

る
、だ
し
に
も
動
物
性
の
物

は
避
け
昆
布
だ
し
を
使
用
す

る
な
ど
、伝
統
に
基
づ
い
た

お
霊
具
を
お
供
え
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。フ
リ
ー
ズ
ド
ラ

イ
製
法
を
採
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、湯
戻
し
す
る
だ
け
で

簡
単
に
誰
で
も
伝
統
に
基
づ

い
た
精
進
料
理
を
お
作
り
い

た
だ
け
ま
す
。お
下
が
り
を

い
た
だ
く
場
合
に
は
再
度
加

熱
し
て
お
召
し
上
が
り
く
だ

さ
い
。

2
0
2
5
年
7
月
9
日

株
式
会
社
a
r
m
a
b
i
a
n
c
a

「
鬼
滅
の
刃
」
ロ
ー
ソ
ク

株
式
会
社
ア
ル
マ
ビ
ア
ン

カ（
東
京
都
）は
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
を
展
開
す
る
通
販

サ
イ
ト「
A
M
N
I
B
U
S
」

に
て
ア
ニ
メ
「
鬼
滅
の
刃
」

の
京
ロ
ー
ソ
ク
を
オ
リ
ジ
ナ

ル
ア
イ
テ
ム
と
し
て
受
注
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
鬼
殺
隊
は「
滅
」マ
ー
ク
、

竈
門
炭
治
郎
は
名
前
と
日

輪
刀
の
鍔
・
羽
織
の
柄
、
煉

獄
杏
寿
郎
は
名
前
と
日
輪

刀
の
鍔
・
炎
の
模
様
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
ろ
う
そ
く
に
デ

ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
お
部
屋

に
飾
っ
て
イ
ン
テ
リ
ア
と
し

て
も
使
用
で
き
る
デ
ザ
イ
ン

に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
7
月
2
3
日

P
R
T
I
M
E
S
（
リ
ル
ビ
ー
ス
タ
イ
ル
）

本
棚
に
収
ま
る
供
養
箱

　
リ
ル
ビ
ー
ス
タ
イ
ル
（
徳

島
県
）
は
、
漆
芸
作
家
・
泉

谷
麻
紀
子
さ
ん
が
手
が
け

た
「
遠
憶
祈
り
の
小
箱
／

拭
き
漆
・
チ
ェ
ッ
カ
ー
フ

ラ
ッ
グ
」
を
販
売
開
始
し
ま

し
た
。
近
年
、
仏
壇
が
な
い

家
庭
は
半
数
を
超
え
て
お

り
、
供
養
の
多
様
化
が
進

む
中
で
、
新
し
い
祈
り
の
場

を
提
案
し
ま
す
。
広
辞
苑
と

ほ
ぼ
同
じ
高
さ
約
2
0
c
m

に
設
計
し
、
扉
を
開
け
ば
祈

り
の
場
に
、
閉
じ
れ
ば
本
棚

に
す
っ
き
り
収
ま
り
ま
す
。

仏
壇
づ
く
り
4
0
年
の
徳

島
市
・
山
口
木
工
に
よ
る
総

無
垢
造
り
と
、
強
度
と
美

し
さ
を
両
立
す
る
伝
統
の

「
シ
ノ
」
加
工
を
継
承
し
、

小
さ
く
て
も
確
か
な
祈
り

の
場
を
形
に
し
ま
し
た
。



※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。

(6)  (6)  

2
0
0
5
年
の
祖
父

（
S
a
r
r
y
さ
ん
の
父
親
）の

葬
儀
の
際
に
撮
影
さ
れ
た
6

人
の
孫
た
ち
の
集
合
シ
ョ
ッ

ト
を
、
1
9
年
経
っ
た

2
0
2
4
年
の
祖
母
（
母
親
）

の
葬
儀
の
際
に
完
全
再
現

し
、S
a
r
r
y
さ
ん
が
ビ

フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
と
し
て
2

枚
の
写
真
を
投
稿
し
た
と
こ

ろ
、「
過
去
も
現
在
も
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
い
い
写
真
」「
こ
う
い

う
の
が
撮
れ
る
家
族
や
親
戚

が
ほ
し
か
っ
た
」
と
絶
賛
の

声
が
集
ま
り
ま
し
た
。

Sarry
さ
ん
と
2
人
の

お
兄
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
子
ど

も
た
ち
を
連
れ
、
3
家
族
が

一
堂
に
会
し
た
の
は
、
1
9

年
前
の
祖
父
の
葬
儀
。
み
ん

な
で
集
ま
っ
た
記
念
に
と
、

6
人
の
孫
た
ち
だ
け
で
集
合

写
真
を
撮
っ
た
そ
う
。キ
リ
ッ

と
し
た
表
情
の
子
、横
を
向
く

子
、変
顔
を
す
る
子
な
ど
、そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
ら
し
い
表
情

日
本
で
は
仏
花
の
菊

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

　
約
4
年
前
か
ら
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
暮
ら
す
海
外
駐
在

員
の
妻
、「
お
も
ち
」さ
ん
。

こ
の
ほ
ど
夫
の
転
勤
が
決
ま

り
、
次
の
赴
任
先
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
へ
渡
る
こ
と
に
。
別

れ
を
惜
し
む
友
人
た
ち
か
ら

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
の
は
、

菊
の
花
束
で
し
た
。

　
日
本
で
菊
の
花
と
い
え
ば
、

お
墓
や
仏
壇
に
供
え
る
イ

メ
ー
ジ
。
し
か
し
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
、
母
の
日
に
贈

る
花
な
の
だ
そ
う
。「
こ
ち
ら

で
は
母
の
日
の
定
番
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
明
る
く
て
華

や
か
な
イ
メ
ー
ジ
に
変
わ
り

ま
し
た
」。
母
の
日
だ
け
に
限

ら
ず
、ち
ょ
っ
と
し
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
も
選
ば
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
方
は
日
常
で
も
菊
の
花

を
渡
し
て
い
ま
す
。
普
段
か

ら
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
も
よ
く

見
か
け
ま
す
」（
お
も
ち
さ
ん
）

2
0
2
5
年
7
月
6
日
　
ま
い
ど
な
ニ
ュ
ー
ス
調
査
部

お
も
ち
さ
ん
@
m
o
c
h
i-

m
o
c
h
i-

a
u
s

2005年2024年

祖
父
の
葬
儀
で
撮
っ
た
6
人
の
孫
、

1
9
年
後
に
祖
母
の
葬
儀
で
再
現

年
寄
り
扱
い
さ
れ
る
の
が

大
嫌
い
で
、
耳
も
地
獄
耳
だ
っ

た
父
。
臨
終
間
際
、
兄
弟
全
員

で「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
！
お
じ
い

ち
ゃ
ん
！
」と
大
声
で
呼
び
続

け
た
ら「
う
る
さ
い
！
」と
震

え
る
声
で
う
な
っ
た
。

健
康
オ
タ
ク
だ
っ
た
父
、
毎

年
欠
か
さ
ず
健
康
診
断
を
受

け
て
い
ま
し
た
。
今
年
も
検
診

後
に
出
た
出
張
先
で
急
死
し
、

葬
儀
後
に
診
断
結
果
が
送
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
結
果
は「
異
常

な
し
」。
な
の
に
死
ん
じ
ゃ
っ
た

ね
ー
と
家
族
で
苦
笑
い
し
た
。

小
さ
い
頃
、
箸
が
苦
手
だ
っ

た
私
、
親
戚
の
火
葬
で
お
骨
拾

い
に
駆
り
出
さ
れ
、
滑
り
や
す

い
長
い
箸
で
中
々
う
ま
く
つ
か

め
な
い
。
苦
手
な
り
に
が
ん

ば
っ
て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
慣

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
気
も
緩

み
、二
の
腕
の
あ
た
り
の
骨
を

つ
か
ん
だ
あ
た
り
で「
手
羽
元
」

の
三
文
字
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
笑

い
を
堪
え
る
の
に
ま
た
手
元
が

震
え
出
し
た
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

484950

を
見
せ
た
一
枚
の
写
真
で
す
。

　
時
は
流
れ
2
0
2
4
年
、

今
度
は
祖
母
（
母
親
）
を
見

送
る
場
面
で
、
あ
の
写
真
を

思
い
出
し
、「
ま
た
同
じ
よ
う

に
撮
ろ
う
」
と
自
然
に
話
が

出
た
そ
う
で
す
。
集
合
写
真

を
撮
る
の
が
好
き
だ
っ
た
祖

母
は
、
特
に
こ
の
孫
6
人
が

写
っ
た
2
0
0
5
年
の
写
真

を
気
に
入
っ
て
お
り
、
リ
ビ

ン
グ
に
飾
っ
て
い
つ
も
眺
め

て
い
た
そ
う
で
す
。「
年
始
や

お
盆
に
、
親
戚
一
同
で
集
ま
っ

た
時
は
写
真
を
撮
る
の
が
恒

例
で
し
た
。
1
9
年
前
の
父

の
葬
儀
の
時
の
こ
と
は
あ
ま

り
覚
え
て
い
な
い
の
で
す
が
、

こ
の
と
き
の
集
合
写
真
が
と

て
も
良
く
撮
れ
て
い
た
の
で
、

写
真
立
て
に
入
れ
て
飾
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
の

母
の
葬
儀
で
、『
ま
た
撮
ろ
う

よ
』
と
い
う
ノ
リ
に
な
っ
た
ん

で
す
。
父
が
亡
く
な
っ
た
時

は
急
で
し
た
が
、母
は
癌
だ
っ

た
の
で
看
取
る
こ
と
が
で
き
、

変
な
言
い
方
に
は
な
り
ま
す
が

葬
儀
の
時
の
気
持
ち
が
違
い
ま

し
た
」（
S
a
r
r
y
さ
ん
）

「
私
は
三
人
兄
妹
で
長
兄
と

は
7
歳
離
れ
て
い
る
の
で
、
長

兄
の
子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
妹

弟
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
い
ま

し
た
。で
す
の
で
、と
く
に
長
兄

の
子
ど
も
た
ち
と
私
の
子
ど
も

た
ち
は
今
で
も
頻
繁
に
会
っ
て

い
ま
す
。（
6
人
が
）
全
員
で
集

ま
る
の
は
お
正
月
や
お
盆
く
ら

い
で
す
ね
。母
の
通
夜
の
後
は
、

私
の
息
子
と
次
兄
の
息
子
が
2

人
で
式
場
に
泊
ま
り
込
ん
で
母

を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
葬
儀

の
受
付
も
、2

人
で
や
っ
て
く

れ
ま
し
た
よ
」

（
Sarry
さ
ん
）

1
9
年
が
経

ち
大
人
に
な
っ

た
お
孫
さ
ん
た

ち
は
、
結
婚
し

た
り
就
職
し
た

り
、そ
れ
ぞ
れ

の
道
を
進
ん
で

い
る
と
言
い
ま

す
。「
集
合
写
真

に
い
る
長
兄
の
子
ど
も
2
人

は
、
現
在
は
結
婚
し
て
家
庭
を

持
っ
て
い
ま
す
。
私
の
子
ど
も

た
ち
は
、
就
職
し
て
そ
れ
ぞ
れ

地
元
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
次
兄
の
子
ど
も
た
ち
は
、

ひ
と
り
が
今
年
就
職
し
、
も
う

ひ
と
り
は
就
活
中
の
学
生
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
す
っ
か
り

大
人
に
な
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
増

え
た
家
族
や
、
時
に
は
彼
氏
・

彼
女
を
連
れ
て
き
て
、み
ん
な

で
ご
は
ん
を
作
っ
て
食
べ
る
こ

と
も
。
今
で
も
ワ
イ
ワ
イ
、ガ

ヤ
ガ
ヤ
し
た
雰
囲
気
は
ま
っ
た

く
変
わ
ら
ず
、
楽
し
い
で
す
！
」

（
S
a
r
ry
さ
ん
）

(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

注
目
が
集
ま
る

遺
体
安
置
施
設

　
直
葬
や
一
日
葬
、
家
族
葬
に

は
そ
れ
ぞ
れ
コ
ン
パ
ク
ト
ゆ
え

の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
そ

う
し
た
不
満
点
を
捉
え
た
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
も
登
場
し
て
い
る

と
い
う
。
現
在
、
注
目
を
集
め

る
の
が
「
遺
体
安
置
所
」
だ
。

多
死
社
会
が
進
行
し
火
葬
場

不
足
と
な
っ
て
い
る
首
都
圏
の

火
葬
待
ち
期
間
は
現
在
、
平
均

1
週
間
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
待

ち
時
間
を
使
っ
て
故
人
と
十
分

な
お
別
れ
の
時
間
を
作
る
サ
ー

ビ
ス
が
登
場
し
、
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
火
葬
待
ち
の
間
に
2
4
時

間
、い
つ
で
も
遺
体
と
対
面
で

き
る
遺
体
安
置
サ
ー
ビ
ス
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
都
西

多
摩
郡
に
あ
る
秋
川
霊
園
の
遺

体
安
置
施
設
「
よ
り
そ
う
と
こ

ろ
」
な
ど
は
最
新
技
術
を
採
用

し
た
霊
安
室
を
完
備
し
、
お
別

れ
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
簡
素
化
し
つ
つ
、
満

足
度
も
高
い
。
そ
ん
な
新
様
式

が
出
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。

週
刊
ポ
ス
ト
2
0
2
5
年
8
月
1
日
号

よ
り
そ
う
と
こ
ろ
に
は
、
最

新
技
術
を
採
用
し
た
冷
蔵
室
を

完
備
し
て
お
り
ま
す
。
ご
遺
体

の
変
化
を
遅
ら
せ
、
生
前
の
お

姿
に
近
い
状
態
を
長
期
間
保
つ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、ド

ラ
イ
ア
イ
ス
も
ほ
と
ん
ど
必
要

と
し
ま
せ
ん
の
で
、ド
ラ
イ
ア

イ
ス
に
よ
る
ご
遺
体
の
損
傷
や
、

ご
遺
族
様
が
二
酸
化
炭
素
中
毒

に
な
る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

大
和
式
礼
の
式
場
前
で

組
踊
り
を
楽
し
む

　
大
和
東
に
あ
る
葬
儀
社
「
大

和
式
礼
」
で
は
、
1
0
年
以
上

前
か
ら
神
奈
川
大
和
阿
波
お
ど

り
の
本
大
会
で
同
社
前
の
駐
車

場
を
「
組
踊
り
」の
演
舞
場
と

し
て
提
供
、
イ
ベ
ン
ト
の
盛
り

上
が
り
に
貢
献
し
て
き
た
。

　
同
社
の
遠
藤
さ
ん
に
よ
る

と
、
当
時
の
所
長
が
実
行
委
員

長
と
し
て
阿
波
お
ど
り
に
携

わ
っ
て
い
た
縁
が
あ
り
、「
よ

か
っ
た
ら
ぜ
ひ
使
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
当
時
の
所
長
が
実
行
委

員
会
に
申
し
出
た
と
い
う
。

　
７
月
2
6
日
・
2
7
日
の
本

大
会
中
は
、
同
社
前
の
演
舞
場

で
組
踊
り
を
披
露
す
る
。
会
場

で
は
観
覧
席
が
１
０
０
席
ほ
ど

用
意
さ
れ
る
ほ
か
、
お
茶
の
無

料
配
布
も
あ
る
。

　
遠
藤
さ
ん
は
「
唯
一
、
組
踊

り
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
会
場

で
す
。
楽
し
く
安
全
に
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
る
。

旅
館
の
よ
う
に
く
つ
ろ

げ
る
家
族
葬
専
用
式
場

　「
株
式
会
社
森
の
庵
」（
福
岡

県
）
は
2
0
2
5
年
7
月
に
家

族
葬
専
用
式
場
を
新
規
オ
ー

プ
ン
。
森
の
庵
で
は
、
ご
葬
儀

を
「
故
人
と
の
最
期
の
家
族
旅

行
」
と
考
え
、
居
心
地
の
良
さ

を
と
こ
と
ん
追
求
し
た
会
館
で

ご
葬
儀
を
執
り
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
式

場
は
、
故
人
様
と
の
最
期
の
ひ

と
と
き
を
ゆ
っ
た
り
と
お
過
ご

し
い
た
だ
く
た
め
に
最
適
な
空

間
で
す
。
木
目
と
白
を
基
調
と

し
た
明
る
い
空
間
で
、
ご
家
族

様
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
形
に
す

る
葬
儀
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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株
式
会
社
鎌
倉
新
書

コ
レ
カ
ラ
終
活
フ
ェ
ア
運
営
事
務
局

亡き人に
似た顔集い
受け継がれ

（女性 50代 私も子であり母であり）

一人っ子
揉める相手も
財もなく

（女性 60代 C・K）

へそくりも
積もれば財産
母強し

（男性 70代 あめよし）

親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。

秋
川
霊
園
お
葬
式
の
か
か
り
よ
り

※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。

(6)  (6)  

2
0
0
5
年
の
祖
父

（
S
a
r
r
y
さ
ん
の
父
親
）の

葬
儀
の
際
に
撮
影
さ
れ
た
6

人
の
孫
た
ち
の
集
合
シ
ョ
ッ

ト
を
、
1
9
年
経
っ
た

2
0
2
4
年
の
祖
母
（
母
親
）

の
葬
儀
の
際
に
完
全
再
現

し
、S
a
r
r
y
さ
ん
が
ビ

フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
と
し
て
2

枚
の
写
真
を
投
稿
し
た
と
こ

ろ
、「
過
去
も
現
在
も
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
い
い
写
真
」「
こ
う
い

う
の
が
撮
れ
る
家
族
や
親
戚

が
ほ
し
か
っ
た
」
と
絶
賛
の

声
が
集
ま
り
ま
し
た
。

Sarry
さ
ん
と
2
人
の

お
兄
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
子
ど

も
た
ち
を
連
れ
、
3
家
族
が

一
堂
に
会
し
た
の
は
、
1
9

年
前
の
祖
父
の
葬
儀
。
み
ん

な
で
集
ま
っ
た
記
念
に
と
、

6
人
の
孫
た
ち
だ
け
で
集
合

写
真
を
撮
っ
た
そ
う
。キ
リ
ッ

と
し
た
表
情
の
子
、横
を
向
く

子
、変
顔
を
す
る
子
な
ど
、そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
ら
し
い
表
情

日
本
で
は
仏
花
の
菊

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

　
約
4
年
前
か
ら
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
暮
ら
す
海
外
駐
在

員
の
妻
、「
お
も
ち
」さ
ん
。

こ
の
ほ
ど
夫
の
転
勤
が
決
ま

り
、
次
の
赴
任
先
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
へ
渡
る
こ
と
に
。
別

れ
を
惜
し
む
友
人
た
ち
か
ら

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
の
は
、

菊
の
花
束
で
し
た
。

　
日
本
で
菊
の
花
と
い
え
ば
、

お
墓
や
仏
壇
に
供
え
る
イ

メ
ー
ジ
。
し
か
し
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
、
母
の
日
に
贈

る
花
な
の
だ
そ
う
。「
こ
ち
ら

で
は
母
の
日
の
定
番
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
明
る
く
て
華

や
か
な
イ
メ
ー
ジ
に
変
わ
り

ま
し
た
」。
母
の
日
だ
け
に
限

ら
ず
、ち
ょ
っ
と
し
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
も
選
ば
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
方
は
日
常
で
も
菊
の
花

を
渡
し
て
い
ま
す
。
普
段
か

ら
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
も
よ
く

見
か
け
ま
す
」（
お
も
ち
さ
ん
）

2
0
2
5
年
7
月
6
日
　
ま
い
ど
な
ニ
ュ
ー
ス
調
査
部

お
も
ち
さ
ん
@
m
o
c
h
i-

m
o
c
h
i-

a
u
s

2005年2024年

祖
父
の
葬
儀
で
撮
っ
た
6
人
の
孫
、

1
9
年
後
に
祖
母
の
葬
儀
で
再
現

年
寄
り
扱
い
さ
れ
る
の
が

大
嫌
い
で
、
耳
も
地
獄
耳
だ
っ

た
父
。
臨
終
間
際
、
兄
弟
全
員

で「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
！
お
じ
い

ち
ゃ
ん
！
」と
大
声
で
呼
び
続

け
た
ら「
う
る
さ
い
！
」と
震

え
る
声
で
う
な
っ
た
。

健
康
オ
タ
ク
だ
っ
た
父
、
毎

年
欠
か
さ
ず
健
康
診
断
を
受

け
て
い
ま
し
た
。
今
年
も
検
診

後
に
出
た
出
張
先
で
急
死
し
、

葬
儀
後
に
診
断
結
果
が
送
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
結
果
は「
異
常

な
し
」。
な
の
に
死
ん
じ
ゃ
っ
た

ね
ー
と
家
族
で
苦
笑
い
し
た
。

小
さ
い
頃
、
箸
が
苦
手
だ
っ

た
私
、
親
戚
の
火
葬
で
お
骨
拾

い
に
駆
り
出
さ
れ
、
滑
り
や
す

い
長
い
箸
で
中
々
う
ま
く
つ
か

め
な
い
。
苦
手
な
り
に
が
ん

ば
っ
て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
慣

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
気
も
緩

み
、二
の
腕
の
あ
た
り
の
骨
を

つ
か
ん
だ
あ
た
り
で「
手
羽
元
」

の
三
文
字
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
笑

い
を
堪
え
る
の
に
ま
た
手
元
が

震
え
出
し
た
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

484950

を
見
せ
た
一
枚
の
写
真
で
す
。

　
時
は
流
れ
2
0
2
4
年
、

今
度
は
祖
母
（
母
親
）
を
見

送
る
場
面
で
、
あ
の
写
真
を

思
い
出
し
、「
ま
た
同
じ
よ
う

に
撮
ろ
う
」
と
自
然
に
話
が

出
た
そ
う
で
す
。
集
合
写
真

を
撮
る
の
が
好
き
だ
っ
た
祖

母
は
、
特
に
こ
の
孫
6
人
が

写
っ
た
2
0
0
5
年
の
写
真

を
気
に
入
っ
て
お
り
、
リ
ビ

ン
グ
に
飾
っ
て
い
つ
も
眺
め

て
い
た
そ
う
で
す
。「
年
始
や

お
盆
に
、
親
戚
一
同
で
集
ま
っ

た
時
は
写
真
を
撮
る
の
が
恒

例
で
し
た
。
1
9
年
前
の
父

の
葬
儀
の
時
の
こ
と
は
あ
ま

り
覚
え
て
い
な
い
の
で
す
が
、

こ
の
と
き
の
集
合
写
真
が
と

て
も
良
く
撮
れ
て
い
た
の
で
、

写
真
立
て
に
入
れ
て
飾
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
の

母
の
葬
儀
で
、『
ま
た
撮
ろ
う

よ
』
と
い
う
ノ
リ
に
な
っ
た
ん

で
す
。
父
が
亡
く
な
っ
た
時

は
急
で
し
た
が
、母
は
癌
だ
っ

た
の
で
看
取
る
こ
と
が
で
き
、

変
な
言
い
方
に
は
な
り
ま
す
が

葬
儀
の
時
の
気
持
ち
が
違
い
ま

し
た
」（
S
a
r
r
y
さ
ん
）

「
私
は
三
人
兄
妹
で
長
兄
と

は
7
歳
離
れ
て
い
る
の
で
、
長

兄
の
子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
妹

弟
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
い
ま

し
た
。で
す
の
で
、と
く
に
長
兄

の
子
ど
も
た
ち
と
私
の
子
ど
も

た
ち
は
今
で
も
頻
繁
に
会
っ
て

い
ま
す
。（
6
人
が
）
全
員
で
集

ま
る
の
は
お
正
月
や
お
盆
く
ら

い
で
す
ね
。母
の
通
夜
の
後
は
、

私
の
息
子
と
次
兄
の
息
子
が
2

人
で
式
場
に
泊
ま
り
込
ん
で
母

を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
葬
儀

の
受
付
も
、2

人
で
や
っ
て
く

れ
ま
し
た
よ
」

（
Sarry
さ
ん
）

1
9
年
が
経

ち
大
人
に
な
っ

た
お
孫
さ
ん
た

ち
は
、
結
婚
し

た
り
就
職
し
た

り
、そ
れ
ぞ
れ

の
道
を
進
ん
で

い
る
と
言
い
ま

す
。「
集
合
写
真

に
い
る
長
兄
の
子
ど
も
2
人

は
、
現
在
は
結
婚
し
て
家
庭
を

持
っ
て
い
ま
す
。
私
の
子
ど
も

た
ち
は
、
就
職
し
て
そ
れ
ぞ
れ

地
元
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
次
兄
の
子
ど
も
た
ち
は
、

ひ
と
り
が
今
年
就
職
し
、
も
う

ひ
と
り
は
就
活
中
の
学
生
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
す
っ
か
り

大
人
に
な
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
増

え
た
家
族
や
、
時
に
は
彼
氏
・

彼
女
を
連
れ
て
き
て
、み
ん
な

で
ご
は
ん
を
作
っ
て
食
べ
る
こ

と
も
。
今
で
も
ワ
イ
ワ
イ
、ガ

ヤ
ガ
ヤ
し
た
雰
囲
気
は
ま
っ
た

く
変
わ
ら
ず
、
楽
し
い
で
す
！
」

（
S
a
r
ry
さ
ん
）

(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

注
目
が
集
ま
る

遺
体
安
置
施
設

　
直
葬
や
一
日
葬
、
家
族
葬
に

は
そ
れ
ぞ
れ
コ
ン
パ
ク
ト
ゆ
え

の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
そ

う
し
た
不
満
点
を
捉
え
た
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
も
登
場
し
て
い
る

と
い
う
。
現
在
、
注
目
を
集
め

る
の
が
「
遺
体
安
置
所
」
だ
。

多
死
社
会
が
進
行
し
火
葬
場

不
足
と
な
っ
て
い
る
首
都
圏
の

火
葬
待
ち
期
間
は
現
在
、
平
均

1
週
間
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
待

ち
時
間
を
使
っ
て
故
人
と
十
分

な
お
別
れ
の
時
間
を
作
る
サ
ー

ビ
ス
が
登
場
し
、
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
火
葬
待
ち
の
間
に
2
4
時

間
、い
つ
で
も
遺
体
と
対
面
で

き
る
遺
体
安
置
サ
ー
ビ
ス
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
都
西

多
摩
郡
に
あ
る
秋
川
霊
園
の
遺

体
安
置
施
設
「
よ
り
そ
う
と
こ

ろ
」
な
ど
は
最
新
技
術
を
採
用

し
た
霊
安
室
を
完
備
し
、
お
別

れ
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
簡
素
化
し
つ
つ
、
満

足
度
も
高
い
。
そ
ん
な
新
様
式

が
出
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。

週
刊
ポ
ス
ト
2
0
2
5
年
8
月
1
日
号

よ
り
そ
う
と
こ
ろ
に
は
、
最

新
技
術
を
採
用
し
た
冷
蔵
室
を

完
備
し
て
お
り
ま
す
。
ご
遺
体

の
変
化
を
遅
ら
せ
、
生
前
の
お

姿
に
近
い
状
態
を
長
期
間
保
つ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、ド

ラ
イ
ア
イ
ス
も
ほ
と
ん
ど
必
要

と
し
ま
せ
ん
の
で
、ド
ラ
イ
ア

イ
ス
に
よ
る
ご
遺
体
の
損
傷
や
、

ご
遺
族
様
が
二
酸
化
炭
素
中
毒

に
な
る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

大
和
式
礼
の
式
場
前
で

組
踊
り
を
楽
し
む

　
大
和
東
に
あ
る
葬
儀
社
「
大

和
式
礼
」
で
は
、
1
0
年
以
上

前
か
ら
神
奈
川
大
和
阿
波
お
ど

り
の
本
大
会
で
同
社
前
の
駐
車

場
を
「
組
踊
り
」の
演
舞
場
と

し
て
提
供
、
イ
ベ
ン
ト
の
盛
り

上
が
り
に
貢
献
し
て
き
た
。

　
同
社
の
遠
藤
さ
ん
に
よ
る

と
、
当
時
の
所
長
が
実
行
委
員

長
と
し
て
阿
波
お
ど
り
に
携

わ
っ
て
い
た
縁
が
あ
り
、「
よ

か
っ
た
ら
ぜ
ひ
使
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
当
時
の
所
長
が
実
行
委

員
会
に
申
し
出
た
と
い
う
。

　
７
月
2
6
日
・
2
7
日
の
本

大
会
中
は
、
同
社
前
の
演
舞
場

で
組
踊
り
を
披
露
す
る
。
会
場

で
は
観
覧
席
が
１
０
０
席
ほ
ど

用
意
さ
れ
る
ほ
か
、
お
茶
の
無

料
配
布
も
あ
る
。

　
遠
藤
さ
ん
は
「
唯
一
、
組
踊

り
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
会
場

で
す
。
楽
し
く
安
全
に
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
る
。

旅
館
の
よ
う
に
く
つ
ろ

げ
る
家
族
葬
専
用
式
場

　「
株
式
会
社
森
の
庵
」（
福
岡

県
）
は
2
0
2
5
年
7
月
に
家

族
葬
専
用
式
場
を
新
規
オ
ー

プ
ン
。
森
の
庵
で
は
、
ご
葬
儀

を
「
故
人
と
の
最
期
の
家
族
旅

行
」
と
考
え
、
居
心
地
の
良
さ

を
と
こ
と
ん
追
求
し
た
会
館
で

ご
葬
儀
を
執
り
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
式

場
は
、
故
人
様
と
の
最
期
の
ひ

と
と
き
を
ゆ
っ
た
り
と
お
過
ご

し
い
た
だ
く
た
め
に
最
適
な
空

間
で
す
。
木
目
と
白
を
基
調
と

し
た
明
る
い
空
間
で
、
ご
家
族

様
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
形
に
す

る
葬
儀
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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亡き人に
似た顔集い
受け継がれ

（女性 50代 私も子であり母であり）

一人っ子
揉める相手も
財もなく

（女性 60代 C・K）

へそくりも
積もれば財産
母強し

（男性 70代 あめよし）

親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。

秋
川
霊
園
お
葬
式
の
か
か
り
よ
り



(5)  

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

一
日
（
月
）

二
日
（
火
）

三

日
（
水
）

四

日
（
木
）

五

日
（
金
）

六

日
（
土
）

七

日
（
日
）

八

日
（
月
）

九

日
（
火
）

十

日
（
水
）

十
一
日（
木
）

十
二
日（
金
）

十
三
日（
土
）

十
四
日（
日
）

十
五
日（
月
）

十
六
日
（
火
）

十
七
日
（
水
）

十
八
日
（
木
）

十
九
日
（
金
）

二
十
日
（
土
）

二
十
一
日（
日
）

二
十
三
日（
火
）

二
十
四
日（
水
）

二
十
五
日（
木
）

二
十
六
日（
金
）

二
十
七
日（
土
）

二
十
二
日（
月
）

二
十
九
日（
月
）

三
十
日
（
火
）

二
十
八
日（
日
）

昭
和
九
年（
一
九
三
四
年
）

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
年
）

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
年
）

昭
和
十
八
年（
一
九
四
三
年
）

平
成
十
年（
一
九
九
八
年
）

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
年
）

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）

明
治
十
四
年（
一
八
八
一
年
）

昭
和
四
十
年（
一
九
六
五
年
）

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
年
）

天
正
二
十
年（
一
五
九
二
年
）

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
年
）

正
徳
二
年（
一
七
一二
年
）

昭
和
五
十
七
年（
一
九
八
二
年
）

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
年
）

明
治
三
十
五
年（
一
九
〇
二
年
）

天
明
三
年（
一
七
八
三
年
）

天
明
六
年（
一
七
八
六
年
）

大
正
十
二
年（
一
九
二
三
年
）

大
正
二
年（
一
九
一
三
年
）

昭
和
八
年（
一
九
三
三
年
）

宝
暦
十
二
年（
一七
六
二
年
）

明
治
十
年（
一
八
七
七
年
）

昭
和
十
四
年（
一
九
三
九
年
）

平
成
八
年（
一
九
九
六
年
）

宝
暦
十
二
年（
一
七
六
二
年
）

平
成
二
十
五
年（
二
〇
一
三
年
）

大
正
四
年（
一
九
一
五
年
）

明
治
三
十
七
年（
一
九
〇
四
年
）

大
正
六
年（
一
九
一
七
年
）

友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

竹
久
夢
二（
画
家
）

ホ
ー
＝
チ
＝
ミ
ン（
政
治
家
）

イ
ワ
ン
＝
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ（
作
家
）

ア
ル
ベ
ル
ト
＝
シ
ュヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー（
医
師
）

六
代
目
笑
福
亭
松
鶴（
落
語
家
）

黒
澤
明（
映
画
監
督
）

ジ
ョバ
ン
ニ
＝
ド
メ
ニコ
＝
カ
ッ
シ
ー
ニ（
天
文
学
者
）

ト
ミ
ー
＝
ア
ー
マ
ー（
ゴ
ル
フ
）

ミ
シェル
＝
ド
＝
モ
ン
テ
ー
ニュ（
哲
学
者
）

グ
レ
ー
ス
＝
ケ
リ
ー（
俳
優
）

土
門
拳
（
写
真
家
）

大
杉
栄
（
社
会
運
動
家
）

徳
川
家
治（
政
治
家
）

レ
オ
ンハル
ト
＝
オ
イ
ラ
ー
（
数
学
者
）

正
岡
子
規（
俳
人
）

岡
倉
天
心（
美
術
家
）

宮
沢
賢
治（
作
家
）

藤
子
・
F
・
不
二
雄（
漫
画
家
）

Ⓐ

ジ
グ
ム
ン
ト
＝
フ
ロ
イ
ト
（
精
神
分
析
学
者
）

西
郷
隆
盛（
政
治
家
）

斎
藤
一（
警
察
官
）

山
崎
豊
子（
作
家
）

ジ
ャッ
ク
＝
ダ
ビ
エ
ル（
眼
科
医
）

山
脇
東
洋（
医
学
者
）

小
泉
八
雲（
作
家
）

エ
ド
ガ
ー
＝
ド
ガ（
画
家
）

上
山
英
一郎（
経
営
者
）

湯
川
秀
樹（
物
理
学
者
）

毛
沢
東（
政
治
家
）

古
賀
春
江（
洋
画
家
）

(5)  (4)  (5)  

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

一
日
（
月
）

二
日
（
火
）

三

日
（
水
）

四

日
（
木
）

五

日
（
金
）

六

日
（
土
）

七

日
（
日
）

八

日
（
月
）

九

日
（
火
）

十

日
（
水
）

十
一
日（
木
）

十
二
日（
金
）

十
三
日（
土
）

十
四
日（
日
）

十
五
日（
月
）

十
六
日
（
火
）

十
七
日
（
水
）

十
八
日
（
木
）

十
九
日
（
金
）

二
十
日
（
土
）

二
十
一
日（
日
）

二
十
三
日（
火
）

二
十
四
日（
水
）

二
十
五
日（
木
）

二
十
六
日（
金
）

二
十
七
日（
土
）

二
十
二
日（
月
）

二
十
九
日（
月
）

三
十
日
（
火
）

二
十
八
日（
日
）

昭
和
九
年（
一
九
三
四
年
）

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
年
）

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
年
）

昭
和
十
八
年（
一
九
四
三
年
）

平
成
十
年（
一
九
九
八
年
）

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
年
）

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）

明
治
十
四
年（
一
八
八
一
年
）

昭
和
四
十
年（
一
九
六
五
年
）

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
年
）

天
正
二
十
年（
一
五
九
二
年
）

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
年
）

正
徳
二
年（
一
七
一二
年
）

昭
和
五
十
七
年（
一
九
八
二
年
）

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
年
）

明
治
三
十
五
年（
一
九
〇
二
年
）

天
明
三
年（
一
七
八
三
年
）

天
明
六
年（
一
七
八
六
年
）

大
正
十
二
年（
一
九
二
三
年
）

大
正
二
年（
一
九
一
三
年
）

昭
和
八
年（
一
九
三
三
年
）

宝
暦
十
二
年（
一七
六
二
年
）

明
治
十
年（
一
八
七
七
年
）

昭
和
十
四
年（
一
九
三
九
年
）

平
成
八
年（
一
九
九
六
年
）

宝
暦
十
二
年（
一
七
六
二
年
）

平
成
二
十
五
年（
二
〇
一
三
年
）

大
正
四
年（
一
九
一
五
年
）

明
治
三
十
七
年（
一
九
〇
四
年
）

大
正
六
年（
一
九
一
七
年
）

友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

竹
久
夢
二（
画
家
）

ホ
ー
＝
チ
＝
ミ
ン（
政
治
家
）

イ
ワ
ン
＝
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ（
作
家
）

ア
ル
ベ
ル
ト
＝
シ
ュヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー（
医
師
）

六
代
目
笑
福
亭
松
鶴（
落
語
家
）

黒
澤
明（
映
画
監
督
）

ジ
ョバ
ン
ニ
＝
ド
メ
ニコ
＝
カ
ッ
シ
ー
ニ（
天
文
学
者
）

ト
ミ
ー
＝
ア
ー
マ
ー（
ゴ
ル
フ
）

ミ
シェル
＝
ド
＝
モ
ン
テ
ー
ニュ（
哲
学
者
）

グ
レ
ー
ス
＝
ケ
リ
ー（
俳
優
）

土
門
拳
（
写
真
家
）

大
杉
栄
（
社
会
運
動
家
）

徳
川
家
治（
政
治
家
）

レ
オ
ンハル
ト
＝
オ
イ
ラ
ー
（
数
学
者
）

正
岡
子
規（
俳
人
）

岡
倉
天
心（
美
術
家
）

宮
沢
賢
治（
作
家
）

藤
子
・
F
・
不
二
雄（
漫
画
家
）

Ⓐ

ジ
グ
ム
ン
ト
＝
フ
ロ
イ
ト
（
精
神
分
析
学
者
）

西
郷
隆
盛（
政
治
家
）

斎
藤
一（
警
察
官
）

山
崎
豊
子（
作
家
）

ジ
ャッ
ク
＝
ダ
ビ
エ
ル（
眼
科
医
）

山
脇
東
洋（
医
学
者
）

小
泉
八
雲（
作
家
）

エ
ド
ガ
ー
＝
ド
ガ（
画
家
）

上
山
英
一郎（
経
営
者
）

湯
川
秀
樹（
物
理
学
者
）

毛
沢
東（
政
治
家
）

古
賀
春
江（
洋
画
家
）

(5)  (4)  



(5)  

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

一
日
（
月
）

二
日
（
火
）

三

日
（
水
）

四

日
（
木
）

五

日
（
金
）

六

日
（
土
）

七

日
（
日
）

八

日
（
月
）

九

日
（
火
）

十

日
（
水
）

十
一
日（
木
）

十
二
日（
金
）

十
三
日（
土
）

十
四
日（
日
）

十
五
日（
月
）

十
六
日
（
火
）

十
七
日
（
水
）

十
八
日
（
木
）

十
九
日
（
金
）

二
十
日
（
土
）

二
十
一
日（
日
）

二
十
三
日（
火
）

二
十
四
日（
水
）

二
十
五
日（
木
）

二
十
六
日（
金
）

二
十
七
日（
土
）

二
十
二
日（
月
）

二
十
九
日（
月
）

三
十
日
（
火
）

二
十
八
日（
日
）

昭
和
九
年（
一
九
三
四
年
）

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
年
）

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
年
）

昭
和
十
八
年（
一
九
四
三
年
）

平
成
十
年（
一
九
九
八
年
）

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
年
）

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）

明
治
十
四
年（
一
八
八
一
年
）

昭
和
四
十
年（
一
九
六
五
年
）

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
年
）

天
正
二
十
年（
一
五
九
二
年
）

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
年
）

正
徳
二
年（
一
七
一二
年
）

昭
和
五
十
七
年（
一
九
八
二
年
）

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
年
）

明
治
三
十
五
年（
一
九
〇
二
年
）

天
明
三
年（
一
七
八
三
年
）

天
明
六
年（
一
七
八
六
年
）

大
正
十
二
年（
一
九
二
三
年
）

大
正
二
年（
一
九
一
三
年
）

昭
和
八
年（
一
九
三
三
年
）

宝
暦
十
二
年（
一七
六
二
年
）

明
治
十
年（
一
八
七
七
年
）

昭
和
十
四
年（
一
九
三
九
年
）

平
成
八
年（
一
九
九
六
年
）

宝
暦
十
二
年（
一
七
六
二
年
）

平
成
二
十
五
年（
二
〇
一
三
年
）

大
正
四
年（
一
九
一
五
年
）

明
治
三
十
七
年（
一
九
〇
四
年
）

大
正
六
年（
一
九
一
七
年
）

友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

竹
久
夢
二（
画
家
）

ホ
ー
＝
チ
＝
ミ
ン（
政
治
家
）

イ
ワ
ン
＝
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ（
作
家
）

ア
ル
ベ
ル
ト
＝
シ
ュヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー（
医
師
）

六
代
目
笑
福
亭
松
鶴（
落
語
家
）

黒
澤
明（
映
画
監
督
）

ジ
ョバ
ン
ニ
＝
ド
メ
ニコ
＝
カ
ッ
シ
ー
ニ（
天
文
学
者
）

ト
ミ
ー
＝
ア
ー
マ
ー（
ゴ
ル
フ
）

ミ
シェル
＝
ド
＝
モ
ン
テ
ー
ニュ（
哲
学
者
）

グ
レ
ー
ス
＝
ケ
リ
ー（
俳
優
）

土
門
拳
（
写
真
家
）

大
杉
栄
（
社
会
運
動
家
）

徳
川
家
治（
政
治
家
）

レ
オ
ンハル
ト
＝
オ
イ
ラ
ー
（
数
学
者
）

正
岡
子
規（
俳
人
）

岡
倉
天
心（
美
術
家
）

宮
沢
賢
治（
作
家
）

藤
子
・
F
・
不
二
雄（
漫
画
家
）

Ⓐ

ジ
グ
ム
ン
ト
＝
フ
ロ
イ
ト
（
精
神
分
析
学
者
）

西
郷
隆
盛（
政
治
家
）

斎
藤
一（
警
察
官
）

山
崎
豊
子（
作
家
）

ジ
ャッ
ク
＝
ダ
ビ
エ
ル（
眼
科
医
）

山
脇
東
洋（
医
学
者
）

小
泉
八
雲（
作
家
）

エ
ド
ガ
ー
＝
ド
ガ（
画
家
）

上
山
英
一郎（
経
営
者
）

湯
川
秀
樹（
物
理
学
者
）

毛
沢
東（
政
治
家
）

古
賀
春
江（
洋
画
家
）

(5)  (4)  (5)  

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

一
日
（
月
）

二
日
（
火
）

三

日
（
水
）

四

日
（
木
）

五

日
（
金
）

六

日
（
土
）

七

日
（
日
）

八

日
（
月
）

九

日
（
火
）

十

日
（
水
）

十
一
日（
木
）

十
二
日（
金
）

十
三
日（
土
）

十
四
日（
日
）

十
五
日（
月
）

十
六
日
（
火
）

十
七
日
（
水
）

十
八
日
（
木
）

十
九
日
（
金
）

二
十
日
（
土
）

二
十
一
日（
日
）

二
十
三
日（
火
）

二
十
四
日（
水
）

二
十
五
日（
木
）

二
十
六
日（
金
）

二
十
七
日（
土
）

二
十
二
日（
月
）

二
十
九
日（
月
）

三
十
日
（
火
）

二
十
八
日（
日
）

昭
和
九
年（
一
九
三
四
年
）

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
年
）

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
年
）

昭
和
十
八
年（
一
九
四
三
年
）

平
成
十
年（
一
九
九
八
年
）

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
年
）

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）

明
治
十
四
年（
一
八
八
一
年
）

昭
和
四
十
年（
一
九
六
五
年
）

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
年
）

天
正
二
十
年（
一
五
九
二
年
）

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
年
）

正
徳
二
年（
一
七
一二
年
）

昭
和
五
十
七
年（
一
九
八
二
年
）

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
年
）

明
治
三
十
五
年（
一
九
〇
二
年
）

天
明
三
年（
一
七
八
三
年
）

天
明
六
年（
一
七
八
六
年
）

大
正
十
二
年（
一
九
二
三
年
）

大
正
二
年（
一
九
一
三
年
）

昭
和
八
年（
一
九
三
三
年
）

宝
暦
十
二
年（
一七
六
二
年
）

明
治
十
年（
一
八
七
七
年
）

昭
和
十
四
年（
一
九
三
九
年
）

平
成
八
年（
一
九
九
六
年
）

宝
暦
十
二
年（
一
七
六
二
年
）

平
成
二
十
五
年（
二
〇
一
三
年
）

大
正
四
年（
一
九
一
五
年
）

明
治
三
十
七
年（
一
九
〇
四
年
）

大
正
六
年（
一
九
一
七
年
）

友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

竹
久
夢
二（
画
家
）

ホ
ー
＝
チ
＝
ミ
ン（
政
治
家
）

イ
ワ
ン
＝
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ（
作
家
）

ア
ル
ベ
ル
ト
＝
シ
ュヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー（
医
師
）

六
代
目
笑
福
亭
松
鶴（
落
語
家
）

黒
澤
明（
映
画
監
督
）

ジ
ョバ
ン
ニ
＝
ド
メ
ニコ
＝
カ
ッ
シ
ー
ニ（
天
文
学
者
）

ト
ミ
ー
＝
ア
ー
マ
ー（
ゴ
ル
フ
）

ミ
シェル
＝
ド
＝
モ
ン
テ
ー
ニュ（
哲
学
者
）

グ
レ
ー
ス
＝
ケ
リ
ー（
俳
優
）

土
門
拳
（
写
真
家
）

大
杉
栄
（
社
会
運
動
家
）

徳
川
家
治（
政
治
家
）

レ
オ
ンハル
ト
＝
オ
イ
ラ
ー
（
数
学
者
）

正
岡
子
規（
俳
人
）

岡
倉
天
心（
美
術
家
）

宮
沢
賢
治（
作
家
）

藤
子
・
F
・
不
二
雄（
漫
画
家
）

Ⓐ

ジ
グ
ム
ン
ト
＝
フ
ロ
イ
ト
（
精
神
分
析
学
者
）

西
郷
隆
盛（
政
治
家
）

斎
藤
一（
警
察
官
）

山
崎
豊
子（
作
家
）

ジ
ャッ
ク
＝
ダ
ビ
エ
ル（
眼
科
医
）

山
脇
東
洋（
医
学
者
）

小
泉
八
雲（
作
家
）

エ
ド
ガ
ー
＝
ド
ガ（
画
家
）

上
山
英
一郎（
経
営
者
）

湯
川
秀
樹（
物
理
学
者
）

毛
沢
東（
政
治
家
）

古
賀
春
江（
洋
画
家
）

(5)  (4)  
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(6)  (6)  

2
0
0
5
年
の
祖
父

（
S
a
r
r
y
さ
ん
の
父
親
）の

葬
儀
の
際
に
撮
影
さ
れ
た
6

人
の
孫
た
ち
の
集
合
シ
ョ
ッ

ト
を
、
1
9
年
経
っ
た

2
0
2
4
年
の
祖
母
（
母
親
）

の
葬
儀
の
際
に
完
全
再
現

し
、S
a
r
r
y
さ
ん
が
ビ

フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
と
し
て
2

枚
の
写
真
を
投
稿
し
た
と
こ

ろ
、「
過
去
も
現
在
も
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
い
い
写
真
」「
こ
う
い

う
の
が
撮
れ
る
家
族
や
親
戚

が
ほ
し
か
っ
た
」
と
絶
賛
の

声
が
集
ま
り
ま
し
た
。

Sarry
さ
ん
と
2
人
の

お
兄
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
子
ど

も
た
ち
を
連
れ
、
3
家
族
が

一
堂
に
会
し
た
の
は
、
1
9

年
前
の
祖
父
の
葬
儀
。
み
ん

な
で
集
ま
っ
た
記
念
に
と
、

6
人
の
孫
た
ち
だ
け
で
集
合

写
真
を
撮
っ
た
そ
う
。キ
リ
ッ

と
し
た
表
情
の
子
、横
を
向
く

子
、変
顔
を
す
る
子
な
ど
、そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
ら
し
い
表
情

日
本
で
は
仏
花
の
菊

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

　
約
4
年
前
か
ら
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
暮
ら
す
海
外
駐
在

員
の
妻
、「
お
も
ち
」さ
ん
。

こ
の
ほ
ど
夫
の
転
勤
が
決
ま

り
、
次
の
赴
任
先
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
へ
渡
る
こ
と
に
。
別

れ
を
惜
し
む
友
人
た
ち
か
ら

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
の
は
、

菊
の
花
束
で
し
た
。

　
日
本
で
菊
の
花
と
い
え
ば
、

お
墓
や
仏
壇
に
供
え
る
イ

メ
ー
ジ
。
し
か
し
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
、
母
の
日
に
贈

る
花
な
の
だ
そ
う
。「
こ
ち
ら

で
は
母
の
日
の
定
番
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
明
る
く
て
華

や
か
な
イ
メ
ー
ジ
に
変
わ
り

ま
し
た
」。
母
の
日
だ
け
に
限

ら
ず
、ち
ょ
っ
と
し
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
も
選
ば
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
方
は
日
常
で
も
菊
の
花

を
渡
し
て
い
ま
す
。
普
段
か

ら
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
も
よ
く

見
か
け
ま
す
」（
お
も
ち
さ
ん
）

2
0
2
5
年
7
月
6
日
　
ま
い
ど
な
ニ
ュ
ー
ス
調
査
部

お
も
ち
さ
ん
@
m
o
c
h
i-

m
o
c
h
i-

a
u
s

2005年2024年

祖
父
の
葬
儀
で
撮
っ
た
6
人
の
孫
、

1
9
年
後
に
祖
母
の
葬
儀
で
再
現

年
寄
り
扱
い
さ
れ
る
の
が

大
嫌
い
で
、
耳
も
地
獄
耳
だ
っ

た
父
。
臨
終
間
際
、
兄
弟
全
員

で「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
！
お
じ
い

ち
ゃ
ん
！
」と
大
声
で
呼
び
続

け
た
ら「
う
る
さ
い
！
」と
震

え
る
声
で
う
な
っ
た
。

健
康
オ
タ
ク
だ
っ
た
父
、
毎

年
欠
か
さ
ず
健
康
診
断
を
受

け
て
い
ま
し
た
。
今
年
も
検
診

後
に
出
た
出
張
先
で
急
死
し
、

葬
儀
後
に
診
断
結
果
が
送
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
結
果
は「
異
常

な
し
」。
な
の
に
死
ん
じ
ゃ
っ
た

ね
ー
と
家
族
で
苦
笑
い
し
た
。

小
さ
い
頃
、
箸
が
苦
手
だ
っ

た
私
、
親
戚
の
火
葬
で
お
骨
拾

い
に
駆
り
出
さ
れ
、
滑
り
や
す

い
長
い
箸
で
中
々
う
ま
く
つ
か

め
な
い
。
苦
手
な
り
に
が
ん

ば
っ
て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
慣

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
気
も
緩

み
、二
の
腕
の
あ
た
り
の
骨
を

つ
か
ん
だ
あ
た
り
で「
手
羽
元
」

の
三
文
字
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
笑

い
を
堪
え
る
の
に
ま
た
手
元
が

震
え
出
し
た
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

484950

を
見
せ
た
一
枚
の
写
真
で
す
。

　
時
は
流
れ
2
0
2
4
年
、

今
度
は
祖
母
（
母
親
）
を
見

送
る
場
面
で
、
あ
の
写
真
を

思
い
出
し
、「
ま
た
同
じ
よ
う

に
撮
ろ
う
」
と
自
然
に
話
が

出
た
そ
う
で
す
。
集
合
写
真

を
撮
る
の
が
好
き
だ
っ
た
祖

母
は
、
特
に
こ
の
孫
6
人
が

写
っ
た
2
0
0
5
年
の
写
真

を
気
に
入
っ
て
お
り
、
リ
ビ

ン
グ
に
飾
っ
て
い
つ
も
眺
め

て
い
た
そ
う
で
す
。「
年
始
や

お
盆
に
、
親
戚
一
同
で
集
ま
っ

た
時
は
写
真
を
撮
る
の
が
恒

例
で
し
た
。
1
9
年
前
の
父

の
葬
儀
の
時
の
こ
と
は
あ
ま

り
覚
え
て
い
な
い
の
で
す
が
、

こ
の
と
き
の
集
合
写
真
が
と

て
も
良
く
撮
れ
て
い
た
の
で
、

写
真
立
て
に
入
れ
て
飾
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
の

母
の
葬
儀
で
、『
ま
た
撮
ろ
う

よ
』
と
い
う
ノ
リ
に
な
っ
た
ん

で
す
。
父
が
亡
く
な
っ
た
時

は
急
で
し
た
が
、母
は
癌
だ
っ

た
の
で
看
取
る
こ
と
が
で
き
、

変
な
言
い
方
に
は
な
り
ま
す
が

葬
儀
の
時
の
気
持
ち
が
違
い
ま

し
た
」（
S
a
r
r
y
さ
ん
）

「
私
は
三
人
兄
妹
で
長
兄
と

は
7
歳
離
れ
て
い
る
の
で
、
長

兄
の
子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
妹

弟
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
い
ま

し
た
。で
す
の
で
、と
く
に
長
兄

の
子
ど
も
た
ち
と
私
の
子
ど
も

た
ち
は
今
で
も
頻
繁
に
会
っ
て

い
ま
す
。（
6
人
が
）
全
員
で
集

ま
る
の
は
お
正
月
や
お
盆
く
ら

い
で
す
ね
。母
の
通
夜
の
後
は
、

私
の
息
子
と
次
兄
の
息
子
が
2

人
で
式
場
に
泊
ま
り
込
ん
で
母

を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
葬
儀

の
受
付
も
、2

人
で
や
っ
て
く

れ
ま
し
た
よ
」

（
Sarry
さ
ん
）

1
9
年
が
経

ち
大
人
に
な
っ

た
お
孫
さ
ん
た

ち
は
、
結
婚
し

た
り
就
職
し
た

り
、そ
れ
ぞ
れ

の
道
を
進
ん
で

い
る
と
言
い
ま

す
。「
集
合
写
真

に
い
る
長
兄
の
子
ど
も
2
人

は
、
現
在
は
結
婚
し
て
家
庭
を

持
っ
て
い
ま
す
。
私
の
子
ど
も

た
ち
は
、
就
職
し
て
そ
れ
ぞ
れ

地
元
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
次
兄
の
子
ど
も
た
ち
は
、

ひ
と
り
が
今
年
就
職
し
、
も
う

ひ
と
り
は
就
活
中
の
学
生
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
す
っ
か
り

大
人
に
な
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
増

え
た
家
族
や
、
時
に
は
彼
氏
・

彼
女
を
連
れ
て
き
て
、み
ん
な

で
ご
は
ん
を
作
っ
て
食
べ
る
こ

と
も
。
今
で
も
ワ
イ
ワ
イ
、ガ

ヤ
ガ
ヤ
し
た
雰
囲
気
は
ま
っ
た

く
変
わ
ら
ず
、
楽
し
い
で
す
！
」

（
S
a
r
ry
さ
ん
）

(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

注
目
が
集
ま
る

遺
体
安
置
施
設

　
直
葬
や
一
日
葬
、
家
族
葬
に

は
そ
れ
ぞ
れ
コ
ン
パ
ク
ト
ゆ
え

の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
そ

う
し
た
不
満
点
を
捉
え
た
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
も
登
場
し
て
い
る

と
い
う
。
現
在
、
注
目
を
集
め

る
の
が
「
遺
体
安
置
所
」
だ
。

多
死
社
会
が
進
行
し
火
葬
場

不
足
と
な
っ
て
い
る
首
都
圏
の

火
葬
待
ち
期
間
は
現
在
、
平
均

1
週
間
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
待

ち
時
間
を
使
っ
て
故
人
と
十
分

な
お
別
れ
の
時
間
を
作
る
サ
ー

ビ
ス
が
登
場
し
、
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
火
葬
待
ち
の
間
に
2
4
時

間
、い
つ
で
も
遺
体
と
対
面
で

き
る
遺
体
安
置
サ
ー
ビ
ス
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
都
西

多
摩
郡
に
あ
る
秋
川
霊
園
の
遺

体
安
置
施
設
「
よ
り
そ
う
と
こ

ろ
」
な
ど
は
最
新
技
術
を
採
用

し
た
霊
安
室
を
完
備
し
、
お
別

れ
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
簡
素
化
し
つ
つ
、
満

足
度
も
高
い
。
そ
ん
な
新
様
式

が
出
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。

週
刊
ポ
ス
ト
2
0
2
5
年
8
月
1
日
号

よ
り
そ
う
と
こ
ろ
に
は
、
最

新
技
術
を
採
用
し
た
冷
蔵
室
を

完
備
し
て
お
り
ま
す
。
ご
遺
体

の
変
化
を
遅
ら
せ
、
生
前
の
お

姿
に
近
い
状
態
を
長
期
間
保
つ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、ド

ラ
イ
ア
イ
ス
も
ほ
と
ん
ど
必
要

と
し
ま
せ
ん
の
で
、ド
ラ
イ
ア

イ
ス
に
よ
る
ご
遺
体
の
損
傷
や
、

ご
遺
族
様
が
二
酸
化
炭
素
中
毒

に
な
る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

大
和
式
礼
の
式
場
前
で

組
踊
り
を
楽
し
む

　
大
和
東
に
あ
る
葬
儀
社
「
大

和
式
礼
」
で
は
、
1
0
年
以
上

前
か
ら
神
奈
川
大
和
阿
波
お
ど

り
の
本
大
会
で
同
社
前
の
駐
車

場
を
「
組
踊
り
」の
演
舞
場
と

し
て
提
供
、
イ
ベ
ン
ト
の
盛
り

上
が
り
に
貢
献
し
て
き
た
。

　
同
社
の
遠
藤
さ
ん
に
よ
る

と
、
当
時
の
所
長
が
実
行
委
員

長
と
し
て
阿
波
お
ど
り
に
携

わ
っ
て
い
た
縁
が
あ
り
、「
よ

か
っ
た
ら
ぜ
ひ
使
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
当
時
の
所
長
が
実
行
委

員
会
に
申
し
出
た
と
い
う
。

　
７
月
2
6
日
・
2
7
日
の
本

大
会
中
は
、
同
社
前
の
演
舞
場

で
組
踊
り
を
披
露
す
る
。
会
場

で
は
観
覧
席
が
１
０
０
席
ほ
ど

用
意
さ
れ
る
ほ
か
、
お
茶
の
無

料
配
布
も
あ
る
。

　
遠
藤
さ
ん
は
「
唯
一
、
組
踊

り
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
会
場

で
す
。
楽
し
く
安
全
に
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
る
。

旅
館
の
よ
う
に
く
つ
ろ

げ
る
家
族
葬
専
用
式
場

　「
株
式
会
社
森
の
庵
」（
福
岡

県
）
は
2
0
2
5
年
7
月
に
家

族
葬
専
用
式
場
を
新
規
オ
ー

プ
ン
。
森
の
庵
で
は
、
ご
葬
儀

を
「
故
人
と
の
最
期
の
家
族
旅

行
」
と
考
え
、
居
心
地
の
良
さ

を
と
こ
と
ん
追
求
し
た
会
館
で

ご
葬
儀
を
執
り
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
式

場
は
、
故
人
様
と
の
最
期
の
ひ

と
と
き
を
ゆ
っ
た
り
と
お
過
ご

し
い
た
だ
く
た
め
に
最
適
な
空

間
で
す
。
木
目
と
白
を
基
調
と

し
た
明
る
い
空
間
で
、
ご
家
族

様
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
形
に
す

る
葬
儀
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

2
0
2
5
年
7
月
2
5
日
d
m
e
n
u
ニ
ュ
ー
ス

2
0
2
5
年
7
月
2
4
日

P
R
T
I
M
E
S
（
株
式
会
社
森
の
庵
）

株
式
会
社
鎌
倉
新
書

コ
レ
カ
ラ
終
活
フ
ェ
ア
運
営
事
務
局

亡き人に
似た顔集い
受け継がれ

（女性 50代 私も子であり母であり）

一人っ子
揉める相手も
財もなく

（女性 60代 C・K）

へそくりも
積もれば財産
母強し

（男性 70代 あめよし）

親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。

秋
川
霊
園
お
葬
式
の
か
か
り
よ
り
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(6)  (6)  

2
0
0
5
年
の
祖
父

（
S
a
r
r
y
さ
ん
の
父
親
）の

葬
儀
の
際
に
撮
影
さ
れ
た
6

人
の
孫
た
ち
の
集
合
シ
ョ
ッ

ト
を
、
1
9
年
経
っ
た

2
0
2
4
年
の
祖
母
（
母
親
）

の
葬
儀
の
際
に
完
全
再
現

し
、S
a
r
r
y
さ
ん
が
ビ

フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
と
し
て
2

枚
の
写
真
を
投
稿
し
た
と
こ

ろ
、「
過
去
も
現
在
も
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
い
い
写
真
」「
こ
う
い

う
の
が
撮
れ
る
家
族
や
親
戚

が
ほ
し
か
っ
た
」
と
絶
賛
の

声
が
集
ま
り
ま
し
た
。

Sarry
さ
ん
と
2
人
の

お
兄
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
子
ど

も
た
ち
を
連
れ
、
3
家
族
が

一
堂
に
会
し
た
の
は
、
1
9

年
前
の
祖
父
の
葬
儀
。
み
ん

な
で
集
ま
っ
た
記
念
に
と
、

6
人
の
孫
た
ち
だ
け
で
集
合

写
真
を
撮
っ
た
そ
う
。キ
リ
ッ

と
し
た
表
情
の
子
、横
を
向
く

子
、変
顔
を
す
る
子
な
ど
、そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
ら
し
い
表
情

日
本
で
は
仏
花
の
菊

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

　
約
4
年
前
か
ら
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
暮
ら
す
海
外
駐
在

員
の
妻
、「
お
も
ち
」さ
ん
。

こ
の
ほ
ど
夫
の
転
勤
が
決
ま

り
、
次
の
赴
任
先
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
へ
渡
る
こ
と
に
。
別

れ
を
惜
し
む
友
人
た
ち
か
ら

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
の
は
、

菊
の
花
束
で
し
た
。

　
日
本
で
菊
の
花
と
い
え
ば
、

お
墓
や
仏
壇
に
供
え
る
イ

メ
ー
ジ
。
し
か
し
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
、
母
の
日
に
贈

る
花
な
の
だ
そ
う
。「
こ
ち
ら

で
は
母
の
日
の
定
番
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
明
る
く
て
華

や
か
な
イ
メ
ー
ジ
に
変
わ
り

ま
し
た
」。
母
の
日
だ
け
に
限

ら
ず
、ち
ょ
っ
と
し
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
も
選
ば
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
方
は
日
常
で
も
菊
の
花

を
渡
し
て
い
ま
す
。
普
段
か

ら
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
も
よ
く

見
か
け
ま
す
」（
お
も
ち
さ
ん
）

2
0
2
5
年
7
月
6
日
　
ま
い
ど
な
ニ
ュ
ー
ス
調
査
部

お
も
ち
さ
ん
@
m
o
c
h
i-

m
o
c
h
i-

a
u
s

2005年2024年

祖
父
の
葬
儀
で
撮
っ
た
6
人
の
孫
、

1
9
年
後
に
祖
母
の
葬
儀
で
再
現

年
寄
り
扱
い
さ
れ
る
の
が

大
嫌
い
で
、
耳
も
地
獄
耳
だ
っ

た
父
。
臨
終
間
際
、
兄
弟
全
員

で「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
！
お
じ
い

ち
ゃ
ん
！
」と
大
声
で
呼
び
続

け
た
ら「
う
る
さ
い
！
」と
震

え
る
声
で
う
な
っ
た
。

健
康
オ
タ
ク
だ
っ
た
父
、
毎

年
欠
か
さ
ず
健
康
診
断
を
受

け
て
い
ま
し
た
。
今
年
も
検
診

後
に
出
た
出
張
先
で
急
死
し
、

葬
儀
後
に
診
断
結
果
が
送
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
結
果
は「
異
常

な
し
」。
な
の
に
死
ん
じ
ゃ
っ
た

ね
ー
と
家
族
で
苦
笑
い
し
た
。

小
さ
い
頃
、
箸
が
苦
手
だ
っ

た
私
、
親
戚
の
火
葬
で
お
骨
拾

い
に
駆
り
出
さ
れ
、
滑
り
や
す

い
長
い
箸
で
中
々
う
ま
く
つ
か

め
な
い
。
苦
手
な
り
に
が
ん

ば
っ
て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
慣

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
気
も
緩

み
、二
の
腕
の
あ
た
り
の
骨
を

つ
か
ん
だ
あ
た
り
で「
手
羽
元
」

の
三
文
字
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
笑

い
を
堪
え
る
の
に
ま
た
手
元
が

震
え
出
し
た
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

484950

を
見
せ
た
一
枚
の
写
真
で
す
。

　
時
は
流
れ
2
0
2
4
年
、

今
度
は
祖
母
（
母
親
）
を
見

送
る
場
面
で
、
あ
の
写
真
を

思
い
出
し
、「
ま
た
同
じ
よ
う

に
撮
ろ
う
」
と
自
然
に
話
が

出
た
そ
う
で
す
。
集
合
写
真

を
撮
る
の
が
好
き
だ
っ
た
祖

母
は
、
特
に
こ
の
孫
6
人
が

写
っ
た
2
0
0
5
年
の
写
真

を
気
に
入
っ
て
お
り
、
リ
ビ

ン
グ
に
飾
っ
て
い
つ
も
眺
め

て
い
た
そ
う
で
す
。「
年
始
や

お
盆
に
、
親
戚
一
同
で
集
ま
っ

た
時
は
写
真
を
撮
る
の
が
恒

例
で
し
た
。
1
9
年
前
の
父

の
葬
儀
の
時
の
こ
と
は
あ
ま

り
覚
え
て
い
な
い
の
で
す
が
、

こ
の
と
き
の
集
合
写
真
が
と

て
も
良
く
撮
れ
て
い
た
の
で
、

写
真
立
て
に
入
れ
て
飾
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
の

母
の
葬
儀
で
、『
ま
た
撮
ろ
う

よ
』
と
い
う
ノ
リ
に
な
っ
た
ん

で
す
。
父
が
亡
く
な
っ
た
時

は
急
で
し
た
が
、母
は
癌
だ
っ

た
の
で
看
取
る
こ
と
が
で
き
、

変
な
言
い
方
に
は
な
り
ま
す
が

葬
儀
の
時
の
気
持
ち
が
違
い
ま

し
た
」（
S
a
r
r
y
さ
ん
）

「
私
は
三
人
兄
妹
で
長
兄
と

は
7
歳
離
れ
て
い
る
の
で
、
長

兄
の
子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
妹

弟
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
い
ま

し
た
。で
す
の
で
、と
く
に
長
兄

の
子
ど
も
た
ち
と
私
の
子
ど
も

た
ち
は
今
で
も
頻
繁
に
会
っ
て

い
ま
す
。（
6
人
が
）
全
員
で
集

ま
る
の
は
お
正
月
や
お
盆
く
ら

い
で
す
ね
。母
の
通
夜
の
後
は
、

私
の
息
子
と
次
兄
の
息
子
が
2

人
で
式
場
に
泊
ま
り
込
ん
で
母

を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
葬
儀

の
受
付
も
、2

人
で
や
っ
て
く

れ
ま
し
た
よ
」

（
Sarry
さ
ん
）

1
9
年
が
経

ち
大
人
に
な
っ

た
お
孫
さ
ん
た

ち
は
、
結
婚
し

た
り
就
職
し
た

り
、そ
れ
ぞ
れ

の
道
を
進
ん
で

い
る
と
言
い
ま

す
。「
集
合
写
真

に
い
る
長
兄
の
子
ど
も
2
人

は
、
現
在
は
結
婚
し
て
家
庭
を

持
っ
て
い
ま
す
。
私
の
子
ど
も

た
ち
は
、
就
職
し
て
そ
れ
ぞ
れ

地
元
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
次
兄
の
子
ど
も
た
ち
は
、

ひ
と
り
が
今
年
就
職
し
、
も
う

ひ
と
り
は
就
活
中
の
学
生
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
す
っ
か
り

大
人
に
な
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
増

え
た
家
族
や
、
時
に
は
彼
氏
・

彼
女
を
連
れ
て
き
て
、み
ん
な

で
ご
は
ん
を
作
っ
て
食
べ
る
こ

と
も
。
今
で
も
ワ
イ
ワ
イ
、ガ

ヤ
ガ
ヤ
し
た
雰
囲
気
は
ま
っ
た

く
変
わ
ら
ず
、
楽
し
い
で
す
！
」

（
S
a
r
ry
さ
ん
）

(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

注
目
が
集
ま
る

遺
体
安
置
施
設

　
直
葬
や
一
日
葬
、
家
族
葬
に

は
そ
れ
ぞ
れ
コ
ン
パ
ク
ト
ゆ
え

の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
そ

う
し
た
不
満
点
を
捉
え
た
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
も
登
場
し
て
い
る

と
い
う
。
現
在
、
注
目
を
集
め

る
の
が
「
遺
体
安
置
所
」
だ
。

多
死
社
会
が
進
行
し
火
葬
場

不
足
と
な
っ
て
い
る
首
都
圏
の

火
葬
待
ち
期
間
は
現
在
、
平
均

1
週
間
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
待

ち
時
間
を
使
っ
て
故
人
と
十
分

な
お
別
れ
の
時
間
を
作
る
サ
ー

ビ
ス
が
登
場
し
、
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
火
葬
待
ち
の
間
に
2
4
時

間
、い
つ
で
も
遺
体
と
対
面
で

き
る
遺
体
安
置
サ
ー
ビ
ス
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
都
西

多
摩
郡
に
あ
る
秋
川
霊
園
の
遺

体
安
置
施
設
「
よ
り
そ
う
と
こ

ろ
」
な
ど
は
最
新
技
術
を
採
用

し
た
霊
安
室
を
完
備
し
、
お
別

れ
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
簡
素
化
し
つ
つ
、
満

足
度
も
高
い
。
そ
ん
な
新
様
式

が
出
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。

週
刊
ポ
ス
ト
2
0
2
5
年
8
月
1
日
号

よ
り
そ
う
と
こ
ろ
に
は
、
最

新
技
術
を
採
用
し
た
冷
蔵
室
を

完
備
し
て
お
り
ま
す
。
ご
遺
体

の
変
化
を
遅
ら
せ
、
生
前
の
お

姿
に
近
い
状
態
を
長
期
間
保
つ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、ド

ラ
イ
ア
イ
ス
も
ほ
と
ん
ど
必
要

と
し
ま
せ
ん
の
で
、ド
ラ
イ
ア

イ
ス
に
よ
る
ご
遺
体
の
損
傷
や
、

ご
遺
族
様
が
二
酸
化
炭
素
中
毒

に
な
る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

大
和
式
礼
の
式
場
前
で

組
踊
り
を
楽
し
む

　
大
和
東
に
あ
る
葬
儀
社
「
大

和
式
礼
」
で
は
、
1
0
年
以
上

前
か
ら
神
奈
川
大
和
阿
波
お
ど

り
の
本
大
会
で
同
社
前
の
駐
車

場
を
「
組
踊
り
」の
演
舞
場
と

し
て
提
供
、
イ
ベ
ン
ト
の
盛
り

上
が
り
に
貢
献
し
て
き
た
。

　
同
社
の
遠
藤
さ
ん
に
よ
る

と
、
当
時
の
所
長
が
実
行
委
員

長
と
し
て
阿
波
お
ど
り
に
携

わ
っ
て
い
た
縁
が
あ
り
、「
よ

か
っ
た
ら
ぜ
ひ
使
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
当
時
の
所
長
が
実
行
委

員
会
に
申
し
出
た
と
い
う
。

　
７
月
2
6
日
・
2
7
日
の
本

大
会
中
は
、
同
社
前
の
演
舞
場

で
組
踊
り
を
披
露
す
る
。
会
場

で
は
観
覧
席
が
１
０
０
席
ほ
ど

用
意
さ
れ
る
ほ
か
、
お
茶
の
無

料
配
布
も
あ
る
。

　
遠
藤
さ
ん
は
「
唯
一
、
組
踊

り
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
会
場

で
す
。
楽
し
く
安
全
に
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
る
。

旅
館
の
よ
う
に
く
つ
ろ

げ
る
家
族
葬
専
用
式
場

　「
株
式
会
社
森
の
庵
」（
福
岡

県
）
は
2
0
2
5
年
7
月
に
家

族
葬
専
用
式
場
を
新
規
オ
ー

プ
ン
。
森
の
庵
で
は
、
ご
葬
儀

を
「
故
人
と
の
最
期
の
家
族
旅

行
」
と
考
え
、
居
心
地
の
良
さ

を
と
こ
と
ん
追
求
し
た
会
館
で

ご
葬
儀
を
執
り
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
式

場
は
、
故
人
様
と
の
最
期
の
ひ

と
と
き
を
ゆ
っ
た
り
と
お
過
ご

し
い
た
だ
く
た
め
に
最
適
な
空

間
で
す
。
木
目
と
白
を
基
調
と

し
た
明
る
い
空
間
で
、
ご
家
族

様
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
形
に
す

る
葬
儀
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

2
0
2
5
年
7
月
2
5
日
d
m
e
n
u
ニ
ュ
ー
ス

2
0
2
5
年
7
月
2
4
日

P
R
T
I
M
E
S
（
株
式
会
社
森
の
庵
）

株
式
会
社
鎌
倉
新
書

コ
レ
カ
ラ
終
活
フ
ェ
ア
運
営
事
務
局

亡き人に
似た顔集い
受け継がれ

（女性 50代 私も子であり母であり）

一人っ子
揉める相手も
財もなく

（女性 60代 C・K）

へそくりも
積もれば財産
母強し

（男性 70代 あめよし）

親
子
で
相
続
を
考
え
る
会

（
遺
産
相
続
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

掲
載
）
第
6
回
相
続
川
柳
の

受
賞
作
品
で
す
。

秋
川
霊
園
お
葬
式
の
か
か
り
よ
り



(2)  

2
0
2
5
年
7
月
3
0
日

P
R
T
I
M
E
S
（
L
D
T
株
式
会
社
）

女
性
セ
ブ
ン
2
0
2
5
年
7
月
3
1
日
・
8
月
7
日
号

死
後
の
手
続
き
を
最
短
で
済
ま
せ

ら
れ
る
『
最
強
ア
イ
テ
ム
』
は
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
だ
。
夫
が
こ
れ
を
持
っ

て
い
れ
ば
、
厚
生
年
金
・
国
民
年
金

受
給
権
者
死
亡
届
の
提
出
（
日
本
年

金
機
構
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
登
録
が
あ

る
場
合
）
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険

や
勤
務
先
の
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
な
ど
の
資
格
喪
失
手

続
き
も
、
死
亡
届
の
提
出
と
同
時
に

自
動
で
処
理
さ
れ
る
た
め
、
面
倒
な

手
続
き
が
不
要
に
な
る
。マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
お
け
ば
健

康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
、
印
鑑
登

録
証
明
書
な
ど
と
同
じ
く
、
亡
く

な
っ
た
後
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
た
め
返
納
す
る
必
要
も
な
い
。

　
日
本
年
金
機
構
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

登
録
が
な
い
場
合
は
、
厚
生
年
金
は

1
0
日
以
内
、
国
民
年
金
は
1
4
日

以
内
に
受
給
権
者
死
亡
届
を
年
金

事
務
所
に
提
出
し
よ
う
。
年
金
の
手

続
き
は
、
忘
れ
る
と
大
損
に
つ
な
が

る
。
F
P
ラ
ウ
ン
ジ
代
表
で
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
豊
田
眞

弓
さ
ん
が
言
う
。「
受
給
権
者
死
亡

死
後
の
手
続
き
を
最
短
で
済
ま
せ
ら
れ
る

最
強
の
ア
イ
テ
ム
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

届
を
出
さ
な
い
ま
ま
年
金
が
振
り
込

ま
れ
る
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
不
正

受
給
を
疑
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、こ

れ
は
遺
族
年
金
の
受
給
の
遅
れ
に
も

つ
な
が
り
ま
す
」

　
受
給
権
者
死
亡
届
は
、
年
金
事
務

所
に
提
出
す
る
。
そ
の
際
、
同
時
に

「
請
求
し
な
い
と
も
ら
え
な
い
年
金
」

の
手
続
き
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

年
金
は
2
か
月
ご
と
に
振
り
込
ま
れ

る
た
め
、
亡
く
な
る
と
必
ず
、
そ
の

前
後
い
ず
れ
か
の
月
の
分
の
「
未
支

給
年
金
」
が
発
生
し
、こ
れ
は
請
求

し
な
い
と
受
け
取
れ
な
い
の
だ
。
プ

レ
定
年
専
門
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
三
原
由
紀
さ
ん
が
語
る
。

「
未
支
給
年
金
の
請
求
期
限
は
死
亡

か
ら
5
年
以
内
で
す
が
、
受
給
権
者

死
亡
届
や
遺
族
年
金
と
の
請
求
と
同

時
に
行
え
る
の
で
、
忘
れ
な
い
う
ち

に
ま
と
め
て
請
求
し
ま
し
ょ
う
」

　
終
活
や
弔
い
へ
の
関
心
が
高
ま
る

な
か
、
厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば
、

2
0
2
4
年
の
死
亡
者
数
は
約

1
6
2
万
人
と
な
り
、4
年
連
続
で

過
去
最
多
。
2
0
4
0
年
頃
に
約

1
6
7
万
人
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
見

通
し
で
、
ま
す
ま
す
火
葬
場
の
需
要

は
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
火
葬
予
約

　
岐
阜
県
飛
騨
市
役
所
と
沖
縄
県
う

る
ま
市
「
公
益
財
団
法
人
い
し
か
わ

斎
苑
」は
、こ
れ
ま
で
電
話
・
F
A
X

を
利
用
し
て
い
た
火
葬
場
の
予
約
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
、2
0
2
5
年
か
ら

本
格
稼
働
し
ま
し
た
。
飛
騨
市
で
は

予
約
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
電
話
応

対
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
。
窓
口
中
断
と
宿
直

呼
び
出
し
が
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
て
い
ま

す
。い
し
か
わ
斎
苑
で
は
稼
働
率
が

約
1
割
向
上
し
、
地
域
の
火
葬
受
入

能
力
の
拡
大
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
死
者
数
の
増
加
に
伴
い
、
火

葬
場
で
は
担
当
者
の
負
担
増
や
、
順

番
待
ち
に
関
す
る
課
題
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ

て
、こ
う
し
た
負
担
を
緩
和
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
ナ
ロ
グ
予
約
の
限
界

　
火
葬
場
や
市
役
所
で
は「
紙
」に

死
者
の
名
前
や
火
葬
時
間
を
記
載

し
、F
A
X
等
で
資
料
を
関
係
各
所

へ
送
る
と
い
っ
た
ア
ナ
ロ
グ
な
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。こ
う
し

た
ア
ナ
ロ
グ
予
約
が
調
整
の
遅
延
や

ダ
ブ
ル
ブ
ッ
キ
ン
グ
の
温
床
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
当
社
で
は
こ
う
し
た

状
況
を
解
消
し
よ
う
と
、
火
葬
場
の

業
務
に
特
化
し
た
形
の
予
約
管
理
な

ど
が
で
き
る
サ
イ
ト
を
開
発
。
岐
阜

と
沖
縄
の
火
葬
場
に
導
入
し
た
結

果
、
電
話
応
対
時
間
の
大
幅
削
減
、

火
葬
予
約
の
迅
速
化
な
ど
効
果
を
発

揮
し
ま
し
た
。(

L
D
T
株
式
会
社)

飛
騨
市
役
所
の
コ
メ
ン
ト

　
ス
マ
ー
ト
火
葬
予
約
導
入
で
、
葬

儀
社
さ
ん
は
現
場
で
火
葬
炉
の
空
き

時
間
を
即
確
認
・
即
予
約
で
き
、
私

た
ち
職
員
も
窓
口
や
宿
直
中
の
電
話

対
応
が
激
減
。
年
間
約
5
6
0
件

の
や
り
取
り
時
間
が
大
幅
に
削
減
さ

れ
、
火
葬
予
約
が
迅
速
・
確
実
に
な
っ

た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

た
ま
た
ま
寺
に
嫁
い
だ
だ
け
の
女

す
み
れ
@
z
u
u
u
u
t
r
u
s
u
b
a
n
さ
ん
の

X
コ
メ
ン
ト

　
お
彼
岸
の
こ
の
時
期
、「
お
墓
参

り
に
来
た
の
で
す
が
、◯
◯
さ
ん
の

お
墓
は
ど
こ
で
す
か
？
」
と
か
、「
過

去
帳
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。」
と
い

う
方
が
増
え
る
ん
だ
け
ど
、
困
っ
て

し
ま
う
の
よ
ね
。
基
本
的
に
『
そ
の

家
の
祭
祀
継
承
者
に
確
認
を
と
ら

な
い
と
教
え
ら
れ
な
い
』
と
い
う
ス

タ
ン
ス
な
ん
だ
け
ど
、「
せ
っ
か
く

遠
く
か
ら
来
た
の
に
！
」
と
か
言
わ

れ
ち
ゃ
う
と
…

　
正
直
、
す
ぐ
教
え
ち
ゃ
っ
た
方
が

楽
な
の
よ
。
で
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
観
点
か
ら
そ
れ
は
出
来
な
い
。
家

族
で
揉
め
て
い
る
場
合
と
か
、
親
族

に
扮
し
た
身
元
調
査
の
場
合
も
あ

る
し
。
わ
た
し
た
ち
は
檀
家
さ
ん
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
っ
て
い
る
の

に
、
教
え
て
く
れ
な
い
不
親
切
な
寺

扱
い
さ
れ
て
し
ま
う
。や
る
せ
な
い
。

　
お
墓
の
場
所
す
ら
知
ら
な
い
親

戚
…
そ
も
そ
も
、
そ
の
家
の
人
に
直

接
聞
け
な
い
よ
う
な
間
柄
…
わ
た

し
が「
当
主
さ
ん
に
確
認
し
ま
す
ね
」

と
言
う
と
「
そ
れ
だ
け
は
や
め
て
く

だ
さ
い
」
と
言
う
人
…
そ
り
ゃ
警
戒

し
ま
す
よ
。
こ
の
時
代
だ
も
の
。

お
寺
さ
ん
の
個
人
情
報

オ
ン
ラ
イ
ン
火
葬
予
約
で

年
間
5
6
0
件
分
の

業
務
削
減

(7)  

新ご供養アイテム  あれこれ…

【
喪
の
途
上
に
て
】

著
者
／
野
田
正
彰

出
版
社
／
岩
波
書
店

か
け
が
え
の
な
い
人
の
突
然

の
死
を
、
遺
さ
れ
た
人
々
は

ど
の
よ
う
に
受
け
容
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。
航
空
事
故
史
上

最
悪
の
惨
事
と
な
っ
た

1
9
8
5
年
の
日
航
ジ
ャ
ン

ボ
機
墜
落
事
故
や
上
海
列

車
事
故
な
ど
大
災
害
の
遺

族
た
ち
の
喪
の
過
程
を
た

ど
る
。
夫
の
遺
体
を
取
り
戻

す
た
め
に
奔
走
し
た
妻
、
亡

く
な
っ
た
夫
の
夢
を
見
る
妻

な
ど
、一
人
ひ
と
り
の
想
い

に
寄
り
添
い
、
悲
し
む
こ
と

の
意
味
を
問
う
。

【
ア
フ
タ
ー
ブ
ル
ー
】

著
者
／
朝
宮
夕

出
版
社
／
講
談
社
・
文
芸

人
は
死
に
つ
い
て
は
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
悔
や
ん
だ

り
、
悲
し
ん
だ
り
、
意
味
付

け
た
り
で
き
る
。
し
か
し
、

死
体
な
く
し
て
、
死
を
受
け

止
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ

こ
に
葬
儀
と
い
う
も
の
の
意

味
が
あ
り
、
本
書
の
主
題
が

あ
る
。
納
棺
師
た
ち
、
と
り

わ
け
痛
ま
し
く
も
損
壊
し

て
し
ま
っ
た
遺
体
を
扱
う
部

署
の
物
語
だ
。
そ
の
描
写
は

す
さ
ま
じ
く
、こ
の
新
人
作

家
の
書
き
え
な
い
も
の
を
書

く
力
量
に
圧
倒
さ
れ
る
。

新
刊
!
葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

葬
儀
関
連
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。

株
式
会
社
あ
み
だ
食
品
H
P
よ
り

2
0
2
5
年
5
月
2
1
日

＠
P
r
e
s
s
（
た
つ
み
工
業
株
式
会
社
）

移
動
可
能
な

遺
体
安
置
冷
蔵
庫

　
た
つ
み
工
業
株
式
会
社

(

神
奈
川
県)

は
、コ
ン
ビ
ニ

冷
蔵
庫
と
並
び
ご
遺
体
安

置
冷
蔵
庫
「
お
く
り
こ
」
を

製
造
販
売
し
て
4
年
目
と

な
る
今
年
、
新
た
な
遺
体

安
置
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「
お

く
り
こ
コ
ン
テ
ナ
」
を
開
発

し
、フ
ュ
ー
ネ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
フ
ェ
ア
2
0
2
5
年
に
て

発
表
し
ま
す
。
冷
蔵
コ
ン
テ

ナ
を
改
造
し
、コ
ン
テ
ナ
の

利
点
で
あ
る
迅
速
な
輸
送
・

設
置
が
可
能
な
移
動
型
の

冷
蔵
安
置
庫
を
実
現
。
大

規
模
災
害
時
の
遺
体
保
管

問
題
へ
の
抜
本
的
な
対
策

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

お
湯
で
簡
単
！
精
進

料
理
ド
ラ
イ
フ
ー
ド

５
色(

白
黄
赤
青
黒)

の

色
彩
豊
か
な
、海
、山
、畑

の
恵
み
を
使
用
し
ま
し
た
。

５
辛
と
呼
ば
れ
る
野
菜(

ね

ぎ
、に
ら
、に
ん
に
く
、ら
っ

き
ょ
う
、あ
さ
つ
き)

は
避
け

る
、だ
し
に
も
動
物
性
の
物

は
避
け
昆
布
だ
し
を
使
用
す

る
な
ど
、伝
統
に
基
づ
い
た

お
霊
具
を
お
供
え
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。フ
リ
ー
ズ
ド
ラ

イ
製
法
を
採
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、湯
戻
し
す
る
だ
け
で

簡
単
に
誰
で
も
伝
統
に
基
づ

い
た
精
進
料
理
を
お
作
り
い

た
だ
け
ま
す
。お
下
が
り
を

い
た
だ
く
場
合
に
は
再
度
加

熱
し
て
お
召
し
上
が
り
く
だ

さ
い
。

2
0
2
5
年
7
月
9
日

株
式
会
社
a
r
m
a
b
i
a
n
c
a

「
鬼
滅
の
刃
」
ロ
ー
ソ
ク

株
式
会
社
ア
ル
マ
ビ
ア
ン

カ（
東
京
都
）は
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
を
展
開
す
る
通
販

サ
イ
ト「
A
M
N
I
B
U
S
」

に
て
ア
ニ
メ
「
鬼
滅
の
刃
」

の
京
ロ
ー
ソ
ク
を
オ
リ
ジ
ナ

ル
ア
イ
テ
ム
と
し
て
受
注
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
鬼
殺
隊
は「
滅
」マ
ー
ク
、

竈
門
炭
治
郎
は
名
前
と
日

輪
刀
の
鍔
・
羽
織
の
柄
、
煉

獄
杏
寿
郎
は
名
前
と
日
輪

刀
の
鍔
・
炎
の
模
様
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
ろ
う
そ
く
に
デ

ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
お
部
屋

に
飾
っ
て
イ
ン
テ
リ
ア
と
し

て
も
使
用
で
き
る
デ
ザ
イ
ン

に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
7
月
2
3
日

P
R
T
I
M
E
S
（
リ
ル
ビ
ー
ス
タ
イ
ル
）

本
棚
に
収
ま
る
供
養
箱

　
リ
ル
ビ
ー
ス
タ
イ
ル
（
徳

島
県
）
は
、
漆
芸
作
家
・
泉

谷
麻
紀
子
さ
ん
が
手
が
け

た
「
遠
憶
祈
り
の
小
箱
／

拭
き
漆
・
チ
ェ
ッ
カ
ー
フ

ラ
ッ
グ
」
を
販
売
開
始
し
ま

し
た
。
近
年
、
仏
壇
が
な
い

家
庭
は
半
数
を
超
え
て
お

り
、
供
養
の
多
様
化
が
進

む
中
で
、
新
し
い
祈
り
の
場

を
提
案
し
ま
す
。
広
辞
苑
と

ほ
ぼ
同
じ
高
さ
約
2
0
c
m

に
設
計
し
、
扉
を
開
け
ば
祈

り
の
場
に
、
閉
じ
れ
ば
本
棚

に
す
っ
き
り
収
ま
り
ま
す
。

仏
壇
づ
く
り
4
0
年
の
徳

島
市
・
山
口
木
工
に
よ
る
総

無
垢
造
り
と
、
強
度
と
美

し
さ
を
両
立
す
る
伝
統
の

「
シ
ノ
」
加
工
を
継
承
し
、

小
さ
く
て
も
確
か
な
祈
り

の
場
を
形
に
し
ま
し
た
。

(2)  

2
0
2
5
年
7
月
3
0
日

P
R
T
I
M
E
S
（
L
D
T
株
式
会
社
）

女
性
セ
ブ
ン
2
0
2
5
年
7
月
3
1
日
・
8
月
7
日
号

死
後
の
手
続
き
を
最
短
で
済
ま
せ

ら
れ
る
『
最
強
ア
イ
テ
ム
』
は
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
だ
。
夫
が
こ
れ
を
持
っ

て
い
れ
ば
、
厚
生
年
金
・
国
民
年
金

受
給
権
者
死
亡
届
の
提
出
（
日
本
年

金
機
構
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
登
録
が
あ

る
場
合
）
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険

や
勤
務
先
の
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
な
ど
の
資
格
喪
失
手

続
き
も
、
死
亡
届
の
提
出
と
同
時
に

自
動
で
処
理
さ
れ
る
た
め
、
面
倒
な

手
続
き
が
不
要
に
な
る
。マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
お
け
ば
健

康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
、
印
鑑
登

録
証
明
書
な
ど
と
同
じ
く
、
亡
く

な
っ
た
後
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
た
め
返
納
す
る
必
要
も
な
い
。

　
日
本
年
金
機
構
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

登
録
が
な
い
場
合
は
、
厚
生
年
金
は

1
0
日
以
内
、
国
民
年
金
は
1
4
日

以
内
に
受
給
権
者
死
亡
届
を
年
金

事
務
所
に
提
出
し
よ
う
。
年
金
の
手

続
き
は
、
忘
れ
る
と
大
損
に
つ
な
が

る
。
F
P
ラ
ウ
ン
ジ
代
表
で
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
豊
田
眞

弓
さ
ん
が
言
う
。「
受
給
権
者
死
亡

死
後
の
手
続
き
を
最
短
で
済
ま
せ
ら
れ
る

最
強
の
ア
イ
テ
ム
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

届
を
出
さ
な
い
ま
ま
年
金
が
振
り
込

ま
れ
る
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
不
正

受
給
を
疑
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、こ

れ
は
遺
族
年
金
の
受
給
の
遅
れ
に
も

つ
な
が
り
ま
す
」

　
受
給
権
者
死
亡
届
は
、
年
金
事
務

所
に
提
出
す
る
。
そ
の
際
、
同
時
に

「
請
求
し
な
い
と
も
ら
え
な
い
年
金
」

の
手
続
き
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

年
金
は
2
か
月
ご
と
に
振
り
込
ま
れ

る
た
め
、
亡
く
な
る
と
必
ず
、
そ
の

前
後
い
ず
れ
か
の
月
の
分
の
「
未
支

給
年
金
」
が
発
生
し
、こ
れ
は
請
求

し
な
い
と
受
け
取
れ
な
い
の
だ
。
プ

レ
定
年
専
門
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
三
原
由
紀
さ
ん
が
語
る
。

「
未
支
給
年
金
の
請
求
期
限
は
死
亡

か
ら
5
年
以
内
で
す
が
、
受
給
権
者

死
亡
届
や
遺
族
年
金
と
の
請
求
と
同

時
に
行
え
る
の
で
、
忘
れ
な
い
う
ち

に
ま
と
め
て
請
求
し
ま
し
ょ
う
」

　
終
活
や
弔
い
へ
の
関
心
が
高
ま
る

な
か
、
厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば
、

2
0
2
4
年
の
死
亡
者
数
は
約

1
6
2
万
人
と
な
り
、4
年
連
続
で

過
去
最
多
。
2
0
4
0
年
頃
に
約

1
6
7
万
人
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
見

通
し
で
、
ま
す
ま
す
火
葬
場
の
需
要

は
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
火
葬
予
約

　
岐
阜
県
飛
騨
市
役
所
と
沖
縄
県
う

る
ま
市
「
公
益
財
団
法
人
い
し
か
わ

斎
苑
」は
、こ
れ
ま
で
電
話
・
F
A
X

を
利
用
し
て
い
た
火
葬
場
の
予
約
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
、2
0
2
5
年
か
ら

本
格
稼
働
し
ま
し
た
。
飛
騨
市
で
は

予
約
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
電
話
応

対
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
。
窓
口
中
断
と
宿
直

呼
び
出
し
が
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
て
い
ま

す
。い
し
か
わ
斎
苑
で
は
稼
働
率
が

約
1
割
向
上
し
、
地
域
の
火
葬
受
入

能
力
の
拡
大
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
死
者
数
の
増
加
に
伴
い
、
火

葬
場
で
は
担
当
者
の
負
担
増
や
、
順

番
待
ち
に
関
す
る
課
題
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ

て
、こ
う
し
た
負
担
を
緩
和
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
ナ
ロ
グ
予
約
の
限
界

　
火
葬
場
や
市
役
所
で
は「
紙
」に

死
者
の
名
前
や
火
葬
時
間
を
記
載

し
、F
A
X
等
で
資
料
を
関
係
各
所

へ
送
る
と
い
っ
た
ア
ナ
ロ
グ
な
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。こ
う
し

た
ア
ナ
ロ
グ
予
約
が
調
整
の
遅
延
や

ダ
ブ
ル
ブ
ッ
キ
ン
グ
の
温
床
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
当
社
で
は
こ
う
し
た

状
況
を
解
消
し
よ
う
と
、
火
葬
場
の

業
務
に
特
化
し
た
形
の
予
約
管
理
な

ど
が
で
き
る
サ
イ
ト
を
開
発
。
岐
阜

と
沖
縄
の
火
葬
場
に
導
入
し
た
結

果
、
電
話
応
対
時
間
の
大
幅
削
減
、

火
葬
予
約
の
迅
速
化
な
ど
効
果
を
発

揮
し
ま
し
た
。(

L
D
T
株
式
会
社)

飛
騨
市
役
所
の
コ
メ
ン
ト

　
ス
マ
ー
ト
火
葬
予
約
導
入
で
、
葬

儀
社
さ
ん
は
現
場
で
火
葬
炉
の
空
き

時
間
を
即
確
認
・
即
予
約
で
き
、
私

た
ち
職
員
も
窓
口
や
宿
直
中
の
電
話

対
応
が
激
減
。
年
間
約
5
6
0
件

の
や
り
取
り
時
間
が
大
幅
に
削
減
さ

れ
、
火
葬
予
約
が
迅
速
・
確
実
に
な
っ

た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

た
ま
た
ま
寺
に
嫁
い
だ
だ
け
の
女

す
み
れ
@
z
u
u
u
u
t
r
u
s
u
b
a
n
さ
ん
の

X
コ
メ
ン
ト

　
お
彼
岸
の
こ
の
時
期
、「
お
墓
参

り
に
来
た
の
で
す
が
、◯
◯
さ
ん
の

お
墓
は
ど
こ
で
す
か
？
」
と
か
、「
過

去
帳
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。」
と
い

う
方
が
増
え
る
ん
だ
け
ど
、
困
っ
て

し
ま
う
の
よ
ね
。
基
本
的
に
『
そ
の

家
の
祭
祀
継
承
者
に
確
認
を
と
ら

な
い
と
教
え
ら
れ
な
い
』
と
い
う
ス

タ
ン
ス
な
ん
だ
け
ど
、「
せ
っ
か
く

遠
く
か
ら
来
た
の
に
！
」
と
か
言
わ

れ
ち
ゃ
う
と
…

　
正
直
、
す
ぐ
教
え
ち
ゃ
っ
た
方
が

楽
な
の
よ
。
で
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
観
点
か
ら
そ
れ
は
出
来
な
い
。
家

族
で
揉
め
て
い
る
場
合
と
か
、
親
族

に
扮
し
た
身
元
調
査
の
場
合
も
あ

る
し
。
わ
た
し
た
ち
は
檀
家
さ
ん
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
っ
て
い
る
の

に
、
教
え
て
く
れ
な
い
不
親
切
な
寺

扱
い
さ
れ
て
し
ま
う
。や
る
せ
な
い
。

　
お
墓
の
場
所
す
ら
知
ら
な
い
親

戚
…
そ
も
そ
も
、
そ
の
家
の
人
に
直

接
聞
け
な
い
よ
う
な
間
柄
…
わ
た

し
が「
当
主
さ
ん
に
確
認
し
ま
す
ね
」

と
言
う
と
「
そ
れ
だ
け
は
や
め
て
く

だ
さ
い
」
と
言
う
人
…
そ
り
ゃ
警
戒

し
ま
す
よ
。
こ
の
時
代
だ
も
の
。

お
寺
さ
ん
の
個
人
情
報

オ
ン
ラ
イ
ン
火
葬
予
約
で

年
間
5
6
0
件
分
の

業
務
削
減

(7)  

新ご供養アイテム  あれこれ…

【
喪
の
途
上
に
て
】

著
者
／
野
田
正
彰

出
版
社
／
岩
波
書
店

か
け
が
え
の
な
い
人
の
突
然

の
死
を
、
遺
さ
れ
た
人
々
は

ど
の
よ
う
に
受
け
容
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。
航
空
事
故
史
上

最
悪
の
惨
事
と
な
っ
た

1
9
8
5
年
の
日
航
ジ
ャ
ン

ボ
機
墜
落
事
故
や
上
海
列

車
事
故
な
ど
大
災
害
の
遺

族
た
ち
の
喪
の
過
程
を
た

ど
る
。
夫
の
遺
体
を
取
り
戻

す
た
め
に
奔
走
し
た
妻
、
亡

く
な
っ
た
夫
の
夢
を
見
る
妻

な
ど
、一
人
ひ
と
り
の
想
い

に
寄
り
添
い
、
悲
し
む
こ
と

の
意
味
を
問
う
。

【
ア
フ
タ
ー
ブ
ル
ー
】

著
者
／
朝
宮
夕

出
版
社
／
講
談
社
・
文
芸

人
は
死
に
つ
い
て
は
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
悔
や
ん
だ

り
、
悲
し
ん
だ
り
、
意
味
付

け
た
り
で
き
る
。
し
か
し
、

死
体
な
く
し
て
、
死
を
受
け

止
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ

こ
に
葬
儀
と
い
う
も
の
の
意

味
が
あ
り
、
本
書
の
主
題
が

あ
る
。
納
棺
師
た
ち
、
と
り

わ
け
痛
ま
し
く
も
損
壊
し

て
し
ま
っ
た
遺
体
を
扱
う
部

署
の
物
語
だ
。
そ
の
描
写
は

す
さ
ま
じ
く
、こ
の
新
人
作

家
の
書
き
え
な
い
も
の
を
書

く
力
量
に
圧
倒
さ
れ
る
。

新
刊
!
葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

葬
儀
関
連
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。

株
式
会
社
あ
み
だ
食
品
H
P
よ
り

2
0
2
5
年
5
月
2
1
日

＠
P
r
e
s
s
（
た
つ
み
工
業
株
式
会
社
）

移
動
可
能
な

遺
体
安
置
冷
蔵
庫

　
た
つ
み
工
業
株
式
会
社

(

神
奈
川
県)

は
、コ
ン
ビ
ニ

冷
蔵
庫
と
並
び
ご
遺
体
安

置
冷
蔵
庫
「
お
く
り
こ
」
を

製
造
販
売
し
て
4
年
目
と

な
る
今
年
、
新
た
な
遺
体

安
置
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「
お

く
り
こ
コ
ン
テ
ナ
」
を
開
発

し
、フ
ュ
ー
ネ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
フ
ェ
ア
2
0
2
5
年
に
て

発
表
し
ま
す
。
冷
蔵
コ
ン
テ

ナ
を
改
造
し
、コ
ン
テ
ナ
の

利
点
で
あ
る
迅
速
な
輸
送
・

設
置
が
可
能
な
移
動
型
の

冷
蔵
安
置
庫
を
実
現
。
大

規
模
災
害
時
の
遺
体
保
管

問
題
へ
の
抜
本
的
な
対
策

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

お
湯
で
簡
単
！
精
進

料
理
ド
ラ
イ
フ
ー
ド

５
色(

白
黄
赤
青
黒)

の

色
彩
豊
か
な
、海
、山
、畑

の
恵
み
を
使
用
し
ま
し
た
。

５
辛
と
呼
ば
れ
る
野
菜(

ね

ぎ
、に
ら
、に
ん
に
く
、ら
っ

き
ょ
う
、あ
さ
つ
き)

は
避
け

る
、だ
し
に
も
動
物
性
の
物

は
避
け
昆
布
だ
し
を
使
用
す

る
な
ど
、伝
統
に
基
づ
い
た

お
霊
具
を
お
供
え
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。フ
リ
ー
ズ
ド
ラ

イ
製
法
を
採
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、湯
戻
し
す
る
だ
け
で

簡
単
に
誰
で
も
伝
統
に
基
づ

い
た
精
進
料
理
を
お
作
り
い

た
だ
け
ま
す
。お
下
が
り
を

い
た
だ
く
場
合
に
は
再
度
加

熱
し
て
お
召
し
上
が
り
く
だ

さ
い
。

2
0
2
5
年
7
月
9
日

株
式
会
社
a
r
m
a
b
i
a
n
c
a

「
鬼
滅
の
刃
」
ロ
ー
ソ
ク

株
式
会
社
ア
ル
マ
ビ
ア
ン

カ（
東
京
都
）は
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
を
展
開
す
る
通
販

サ
イ
ト「
A
M
N
I
B
U
S
」

に
て
ア
ニ
メ
「
鬼
滅
の
刃
」

の
京
ロ
ー
ソ
ク
を
オ
リ
ジ
ナ

ル
ア
イ
テ
ム
と
し
て
受
注
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
鬼
殺
隊
は「
滅
」マ
ー
ク
、

竈
門
炭
治
郎
は
名
前
と
日

輪
刀
の
鍔
・
羽
織
の
柄
、
煉

獄
杏
寿
郎
は
名
前
と
日
輪

刀
の
鍔
・
炎
の
模
様
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
ろ
う
そ
く
に
デ

ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
お
部
屋

に
飾
っ
て
イ
ン
テ
リ
ア
と
し

て
も
使
用
で
き
る
デ
ザ
イ
ン

に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
7
月
2
3
日

P
R
T
I
M
E
S
（
リ
ル
ビ
ー
ス
タ
イ
ル
）

本
棚
に
収
ま
る
供
養
箱

　
リ
ル
ビ
ー
ス
タ
イ
ル
（
徳

島
県
）
は
、
漆
芸
作
家
・
泉

谷
麻
紀
子
さ
ん
が
手
が
け

た
「
遠
憶
祈
り
の
小
箱
／

拭
き
漆
・
チ
ェ
ッ
カ
ー
フ

ラ
ッ
グ
」
を
販
売
開
始
し
ま

し
た
。
近
年
、
仏
壇
が
な
い

家
庭
は
半
数
を
超
え
て
お

り
、
供
養
の
多
様
化
が
進

む
中
で
、
新
し
い
祈
り
の
場

を
提
案
し
ま
す
。
広
辞
苑
と

ほ
ぼ
同
じ
高
さ
約
2
0
c
m

に
設
計
し
、
扉
を
開
け
ば
祈

り
の
場
に
、
閉
じ
れ
ば
本
棚

に
す
っ
き
り
収
ま
り
ま
す
。

仏
壇
づ
く
り
4
0
年
の
徳

島
市
・
山
口
木
工
に
よ
る
総

無
垢
造
り
と
、
強
度
と
美

し
さ
を
両
立
す
る
伝
統
の

「
シ
ノ
」
加
工
を
継
承
し
、

小
さ
く
て
も
確
か
な
祈
り

の
場
を
形
に
し
ま
し
た
。



(1)  2025年 9月

　
政
府
は
高
齢
者
向
け
の
小
規
模

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
全
国
に
展
開
す

る
。「
地
方
創
生
交
付
金
」
を
活
用

し
て
整
備
を
支
援
す
る
。
老
朽
化

が
進
む
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
特

養
）
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
施

設
を
転
換
す
る
。
人
口
減
少
が
進

む
過
疎
地
で
老
後
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
を
つ
く
る
。

　
3
日
に
開
い
た
地
方
創
生
を
議

論
す
る
有
識
者
会
議
で
「
地
方
創

生
2
・
0
基
本
構
想
」の
原
案
を
示

し
た
。
6
月
中
を
め
ど
に
取
り
ま

と
め
る
。
石
破
茂
首
相
は
地
方
創

生
を
看
板
政
策
に
掲
げ
る
。
な
か

で
も
「
小
規
模
・
地
域
共
生
ホ
ー
ム

型
C
C
R
C
（
生
涯
活
躍
の
ま
ち
）」

の
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
基

本
構
想
で
施
策
を
「
そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
能
力
を
希
望
に
応
じ
て
発
揮

し
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
場
」
と
位
置
付
け
る
。

　
老
朽
化
し
た
特
養
や
介
護
老
人

保
健
施
設
（
老
健
）
を
建
て
替
え

た
り
改
修
し
た
り
す
る
。
政
府
は

希
望
す
る
地
方
自
治
体
に
1
市
町

村
あ
た
り
年
間
1
0
件
、1
0
億

円
を
上
限
に
地
方
創
生
交
付
金
を

配
る
。
整
備
や
運
営
の
費
用
を
補

助
す
る
。
高
齢
者
施
設
の
大
規
模

な
修
繕
の
費
用
は
平
均
数
千
万
円

程
度
か
か
る
。
な
か
に
は
1
億
円

以
上
必
要
な
事
例
も
あ
る
。

　
政
府
は
2
0
2
5
年
度
予
算
で

地
方
創
生
交
付
金
を
2
4
年
度
当

初
に
比
べ
て
倍
の
2
0
0
0
億
円

を
計
上
し
た
。
2
4
年
度
補
正
予

算
と
あ
わ
せ
て
3
0
0
0
億
円
用

意
し
て
い
る
。
社
会
福
祉
法
人
や

医
療
法
人
、
地
域
の
N
P
O
法
人

に
よ
る
運
営
を
想
定
す
る
。
居
住

者
は
単
身
の
高
齢
者
や
高
齢
同
士

の
夫
婦
、
中
高
年
の
単
身
者
ら
。

健
康
な
あ
い
だ
は
施
設
の
業
務
や

地
域
共
生
に
関
す
る
仕
事
に
従
事

し
て
も
ら
う
。
業
務
内
容
に
応
じ

て
賃
金
を
支
払
う
。

　
主
に
人
口
減
少
が
進
む
過
疎
地

で
の
普
及
を
視
野
に
入
れ
る
。
総

務
省
に
よ
る
と
2
1
年
度
時
点
で

全
国
の
自
治
体
の
お
よ
そ
半
数
が

過
疎
地
域
に
該
当
す
る
。
住
み
慣

れ
た
場
所
で
老
後
を
す
ご
せ
る
よ

う
に
居
住
空
間
を
確
保
す
る
。
地

方
の
高
齢
者
や
中
高
年
層
の
都
会

へ
の
流
出
を
防
ぐ
。障
害
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
併
設
す
る
形
態
の
施

設
も
つ
く
る
。
親
を
亡
く
し
た
障

害
者
の
住
ま
い
と
す
る
。

　
家
賃
は
年
金
で
ま
か
な
え
る
水

準
を
目
安
と
す
る
。
2
4
年
度
の

基
礎
年
金
の
満
額
は
月
6
万

8
0
0
0
円
。
家
賃
を
お
さ
え
て
、

高
齢
者
の
親
を
持
ち
都
会
に
働
き

に
出
た
世
代
の
負
担
の
軽
減
に
も

つ
な
げ
る
。
都
会
に
出
た
子
が
、
親

を
自
分
が
住
む
場
所
に
近
い
高
齢

者
施
設
へ
入
居
さ
せ
よ
う
と
試
み

る
も
の
の
、
入
居
時
の
費
用
や
利

用
料
金
が
高
い
例
が
少
な
く
な
い
。

　
日
本
版
C
C
R
C
は
首
相
の
肝

い
り
政
策
だ
。
首
相
周
辺
は
「
地

方
創
生
の
取
り
組
み
の
な
か
で
も

ひ
と
き
わ
思
い
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岸
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滋
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祭
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岸
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・
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懸
神
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例
大
祭
、
秋
の
社
日

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動(

〜
30
日)

彼
岸
入
り
、
動
物
愛
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週
間(

〜
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日)
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老
の
日
、
京
都
石
清
水
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宮
石
清
水
祭
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九
月
堂
御
籠
り

福
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筥
崎
宮
放
生
会(

〜
18
日)

白
露(

〜
22
日)

東
京
北
澤
八
幡
神
社
例
大
祭(

〜
7
日)

神
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鶴
岡
八
幡
宮
例
大
祭(
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日)
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の
日
、
彼
岸
中
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９月（長月・September）

１日（1960年）

1923年の同日発生した
関東大震災の大惨事を
忘れないようにと国土
交通省が制定。

防災の日
2日（1982年）

国鉄が宮崎県日向市の
リニア実験線で開発中
の磁気浮上式リニア
モーターカーが、世界
初の有人走行に成功。

ﾘﾆｱﾓーﾀーｶー
が有人走行

3日（1981年）

1979年12月に行われ
た国際連合第34回総会
で採択され、1981年に
発効した。

女子差別撤廃
条約発効

4日（1994年）

大阪府泉佐野市に開港。
日本初の24時間運用空
港であり、すべてが人
工島からなる海上空港
としても日本初。

関西国際空港
開港

7日（1960年）

ローマで開催された夏
期オリンピックで、日
本の男子体操が団体体
操で初めて金メダルを
獲得。

男子体操
初の金メダル

8日（1665年）

当時のイラン国王が、
軍事費の一部を識字教
育に回すよう提唱した
ことを記念して制定さ
れた。

国際識字デー
9日（1948年）

ソビエト連邦の占領統
治が終了し、朝鮮民主
主義人民共和国（北朝
鮮）が誕生。初代主席
には金日成が就任。

北朝鮮成立
10日（1960年）

東京、大阪の5局で本
放送を開始。放送時間
はNHKで１時間、民放
で2時間40分程度で
あった。

カラーTV
放送開始

13日（1985年）

任天堂がファミコンソ
フト「スーパーマリオブ
ラザーズ」を発売。全
世界で4,024万本の売
り上げを記録する。

スーパーマリオ
発売

ラスコー洞窟で
洞窟壁画発見

14日（1960年）

石油輸出国の利益を守
るため、イラン、サウ
ジアラビア等の５カ国
により発足。現在の加
盟国は12カ国。

石油輸出国機構
（OPEC）発足

15日（1958年）

朝日麦酒（現在のアサヒ
ビール）が日本初とな
る缶入りビール「アサヒ
ゴールド（缶）」を発売。

日本初の
缶ビール登場

16日（1948年）

配給制だったマッチの
自由販売が初めて認め
られたことを記念して
制定された。

マッチの日

19日（1991年）

アルプス山脈の氷河で
約5300年前の男性のミ
イラ「アイスマン」が発
見される。

アイスマン
発見

20日（1519年）

マゼランが５隻の軍艦・
265人とともにスペイ
ンを出航。1522年に史
上初の世界一周を成し
遂げた。

マゼランが
世界一周航海

21日（1988年）

日本で最もアルバムを
売り上げたアーティス
トとしてギネス世界記
録に認定されている。

B'z デビュー
22日（1887年）

石井十次が岡山市内
に、日本初となる孤児
院「孤児教育会(後の岡
山孤児院)」を創設す
る。

孤児教育会
創設

25日（1985年）

未盗掘で埋葬当時の姿
がほぼそのまま残って
おり、当時の埋葬儀礼
を解明する上で貴重な
資料を提供した。

藤ノ木古墳
発掘

26日（1978年）

東芝が世界初の日本語
ワードプロセッサ１号
機を製品化し、発売す
る。価格は１台630万
円で重さは220kg。

日本語ワープロ
発売

5日（1977年）

同年9月3日にホームラ
ン世界新記録を達成し
た王貞治選手に、国民
栄誉賞が贈られる。

王貞治が
国民栄誉賞

6日（2006年）

文仁親王妃紀子殿下が
悠仁親王殿下をご出産
され、皇室としては41
年ぶりとなる男児の誕
生となった。

悠仁親王殿下
ご誕生

11日（1900年）

東京・上野駅と新橋駅
の構内に日本初の公衆
電話が設置される。当
時は自動電話と呼ばれ
た。

日本初の
公衆電話設置

12日（1940年）

フランスのラスコー洞
窟にて、１万５千年前
に描かれた洞窟壁画が
発見される。

17日（1964年）

日本で初めて、東京の
浜松町～羽田空港間で
開業された。開業は東
京オリンピック準備の
一環であった。

モノレール
開業記念日

18日（1971年）

日清食品が世界初の
カップ麺となる、「カッ
プヌードル」を発売。現
在世界80カ国で発売さ
れている。

カップヌードル
発売

23日（187１年）

明治政府によって布告
され、髪型については
勝手にし、華族、士族
は刀を差さなくても構
わないとした。

原敬が初めて、衆議院
に議席を持つ政党の党
首という資格で首相に
任命。原内閣が成立し
た。

散髪脱刀令が
布告

24日（1965年）

国鉄が指定券発売窓口
「みどりの窓口」を全国
の主要152駅と日本交
通公社の83カ所の営業
所に開設。

高エネルギー物理学研
究所の森田洋平が作成
したウェブページが公
開され、日本最初のホー
ムページとなる。

みどりの窓口
開設

29日（1918年）
本格政党内閣
成立

30日（1992年）
日本最初の
ホームページ公開

27日（1917年）

栃木県の女性（当時23
歳）が自動車運転免許
試験に合格。これに由
来して「女性ドライバー
の日」が制定される。

日本初の女性
ドライバー誕生

28日（1979年）

日本電気（NEC）がパー
ソナルコンピュータ
「PC-8000シリーズ」を
発売。パソコンブーム
の火付け役となった。

NECが
パソコンを発売
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モーターカーが、世界
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日本初の24時間運用空
港であり、すべてが人
工島からなる海上空港
としても日本初。
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開港
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本の男子体操が団体体
操で初めて金メダルを
獲得。
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機を製品化し、発売す
る。価格は１台630万
円で重さは220kg。

日本語ワープロ
発売

5日（1977年）

同年9月3日にホームラ
ン世界新記録を達成し
た王貞治選手に、国民
栄誉賞が贈られる。

王貞治が
国民栄誉賞

6日（2006年）

文仁親王妃紀子殿下が
悠仁親王殿下をご出産
され、皇室としては41
年ぶりとなる男児の誕
生となった。

悠仁親王殿下
ご誕生

11日（1900年）

東京・上野駅と新橋駅
の構内に日本初の公衆
電話が設置される。当
時は自動電話と呼ばれ
た。

日本初の
公衆電話設置

12日（1940年）

フランスのラスコー洞
窟にて、１万５千年前
に描かれた洞窟壁画が
発見される。

17日（1964年）

日本で初めて、東京の
浜松町～羽田空港間で
開業された。開業は東
京オリンピック準備の
一環であった。

モノレール
開業記念日

18日（1971年）

日清食品が世界初の
カップ麺となる、「カッ
プヌードル」を発売。現
在世界80カ国で発売さ
れている。

カップヌードル
発売

23日（187１年）

明治政府によって布告
され、髪型については
勝手にし、華族、士族
は刀を差さなくても構
わないとした。

原敬が初めて、衆議院
に議席を持つ政党の党
首という資格で首相に
任命。原内閣が成立し
た。

散髪脱刀令が
布告

24日（1965年）

国鉄が指定券発売窓口
「みどりの窓口」を全国
の主要152駅と日本交
通公社の83カ所の営業
所に開設。

高エネルギー物理学研
究所の森田洋平が作成
したウェブページが公
開され、日本最初のホー
ムページとなる。

みどりの窓口
開設

29日（1918年）
本格政党内閣
成立

30日（1992年）
日本最初の
ホームページ公開

27日（1917年）

栃木県の女性（当時23
歳）が自動車運転免許
試験に合格。これに由
来して「女性ドライバー
の日」が制定される。

日本初の女性
ドライバー誕生

28日（1979年）

日本電気（NEC）がパー
ソナルコンピュータ
「PC-8000シリーズ」を
発売。パソコンブーム
の火付け役となった。

NECが
パソコンを発売

(８)  


